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今月 の 表紙 
豪雨 に よっ て 洪水 が 起き 
た ミシガン 湖 沿 い の ビ ー 
チ で 、 水 が 歩道 か ら 滝 の 
よう に 流れ 落ち る 。 五大 
湖 周 辺 で は 今後 、 極端 
な 気象 現象 が 頻発 する 
と 予測 され て いる 。 


KEITH LADZINSKI 


日 本 版 サ イト に は 
オリ ジ ナ ル 記 事 も 
満載 で す 。 
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読者 の 皆様 へ 

* 本 読 年 間 購読 の お 申し 
込み 、 小 社 書 籍 商品 の ご 
購入 は 、 下 記 ま で ご 連絡 
くだ さい 。 

日 経 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 信 
読者 サー ビス セン ター 
〒134-8691 

日 本 郵便 葛西 郵 便 局 
私 書 箱 30 号 

画 』 0120-86-7420 
FAX 03-5605-7430 

* 小 誌 サイ ト か ら も 、 年 間 
購読 の お 申し 込み が 簡単 
に で きま す 。 
nationalgeographic.jp 
* 記事 へ の ご 意見 や ご 感想 
の 投稿 を 、 随 時 受け 付け て 
いま す 。 送付 先 な ど 詳 し い 
情報 に つき まし て は 、「 読 者 
の 声 』 欄 を ご 覧 くだ さい 。 お 
便り を お 待ち し て お り ます 。 
* 落丁 乱丁 本 は 、 当 社 送 
料 負担 で お 取り 換え し ま 
す 。 当社 読者 サー ビス セ 
ンタ ー ま で ご 連絡 くだ さい 。 
* 当社 で は 、 読者 の 皆様 の 
ご 意見 を 誌面 に 反映 させ 
る た め 、 読 者 アン ケー ト 調 
査 (定期 購読 者 の 中 か ら 
無 作 為 抽出 ) を 行っ て いま 
す 。 アン ケー ト に ご 協力 い 
た だ いた 方 に は 薄 謝 を 進 
呈 い た し ます 。 


MASASHI MITSUI(PROOF)- FERNANDO G.BAPTISTA。 REBECCA HALE. NGM STAFF(EXPLORE) 
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湖 、 ミシガン 湖 、 エリ ー 湖 、 
オン タリ オ 湖 か ら 成 る 五大 
湖 は 、 淡水 の 水系 と し て は 
世界 最大 の 規模 を 誇り 、 北 
米 の 地表 に ある 淡水 の 84 
% を た た えて いる 。 し か し 
今 、 米 国 の 農業 や 工業 を 支 
える 頁 重 な 水 資源 が 、 気 
候 変 動 や 汚染 、 外来 種 に 功 
か され て いる 。 
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の も の か ら 、 コロ ナ 補 や 紛 
争 に 苦し む 現 代 の 親 た ち が 
歌う も の まで 、 子守 歌 に は 、 
親 の 子ども に 対す る 望み や 
不安 、 未 来 へ の 夢 が こめ ら 
れ て いる 。 そん な 子守 歌 の 
克 力 を 追っ て 、 一 人 の 写真 
家 が 世界 各地 を 取材 し た 。 
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北 の 果 て で 見 る 夢 
ロシア の 極北 地方 に は 、 長 
い 極 夜 に 育ま れ 、 時 間 が 止 
まっ た か の よう な 暮らし と 
伝説 が 息づい て いる 。 


108 

命 を 奪う へ ビ の 毒 

全 世 界 で 毎年 14 万 人 近く 
が へ ビ に か まれ て 命 を 落と 
す 。 その ほとん ど が 開発 途 
上 国 の 貧し い 村落 の 人 々 だ 。 


EVGENIA ARBUGAEVA 


イン ド 北 部 ウッ タル プラ 
デー シュ 州 の 小麦 畑 で 雑 
草 を 抜き 取る 女性 。 根 気 
の 要 る 仕事 だ が 、 その 笑 
顔 は 緑色 の 穂 を 揺らす 風 
の よう に 玩 や か だ 。 
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上 : バン グラ デシ ュ 南 西部 の 港町 クル ナ の 造船 所 。 イス ラム 教徒 が 大 半 の この 国 で 、 女性 が 外 で 働く こと は 珍し い 。 
下 : イ ンド 南部 アー ンド ラ ・ プ ラ デ ー シ ュ 州 の トウ ガラ シ 市 場 。 辛み 成分 カプ サイ シン が 飛び 交 う 刺激 的 な 現場 だ 。 
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世界 を 見 る 


撮影 の 現場 か ら 
困難 な と き に あっ て も 、 つつ まし く 、 た くま し く 生 きる 人 々 。 
それ ぞ れ が 放つ 美しい 色 を 、 写真 家 は 撮り 続け て いる 。 


写真 家 の 三 井 昌志 は 20 年 近く 、 毎 
年 カメ ラ を 手 に アジ ア を 中 心 と し た 
国々 を 旅 し て きた 。 し か し 、 今年 は 日 
本 に いた 。 コロ ナ 宰 で 身動き が と れ な 
い 現 実 が 、 写真 家 に と っ て 大 き な 衝撃 
だ っ た こと は 想像 に か た く な い 。 

だ が 、 三井 か ら は こん な メー ル が 届 
いた 。「 短 期 的 に 見 れ ば 、 世界 は 一 変 
し た よう に 感じ ます 。 し か し 10 年 、 20 
年 、 あ る い は 100 年 と いう スパ ン で 見 
れ ば 、 社会 の あり さま や 、 個人 が 幸福 
感 を 得る た め に 必要 な こと は 、 ほとん ど 
変わ っ て いな いと 思う の で す 」。 日 本 人 
と は 違う 時 間 軸 で 生き る 人 々 を 長年 見 
つめ て きた 、 三井 な ら で は の 言葉 だ 。 

どん な 苦境 に 陥っ て も 「 人 は 働き 、 祈 


り 、 着 飾 り 、 そし て 笑う 」。 それ が 、 三 
井 が これ まで の 旅 を 通じ て 得 た ー つ の 
答え だ と いう 。 災害 や 経済 危機 な ど で 
生活 は 楽 で は な い が 、 自分 の や る べき 
こと を 重 々 と 行い 、 見 知ら ぬ 写 真 家 に 
と びき り の 笑顔 を 向け る 人 々 。 三 井 が 
彼ら の 日 常 を 「 カ ラフ ル 」 と た た え 、 撮 
り 続け て いる の は 、 鮮やか な 民族 衣装 
だ け で な く 、 つつ まし くも た くま し い 姿 
が 、 幸 せな 色 を まとっ て いる か ら な の だ 。 

自由 な 旅 に は 行け な い 今 だ か ら こ そ 、 
写真 は 私 た ちの 力 に な る 。「 こ うし た 
人 々 が 、 今 も この 世界 の どこ か で 暮 ら 
し て いる 。 そ ん な 想像 力 を も つこ と で 
前 向き な 気持 ち に な れ ま す 」。 三井 は 
そう メー ル を 結ん だ 。 一 一 大 森 浩子 


三井 昌志 は 日 経 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 写 真 貸 2018 で グラ ンプ リ を 受賞 。 
写真 集 「Colorful Life 幸せ な 色 を 探し て 」 が 、12 月 14 日 に 小 社 より 刊行 され る 。 


ピン ク 色 の 抽 半 次 で 批 外 を 行う 、 ま だ 幼い ミャンマー の 尼僧 。 家 か ら 女性 た ち が 出 て き て 米 を 寄進 する 。 
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グラ フィ ッ ク = フェ ルナ ンド ・G・ バ プティ スタ 
リサ ー チ ェ バ トリ シア ・ ヒ ー リ ー 

更新 世 の 南米 大 陸 の サバ ン ナ に は 、 
大 型 ネ コ 科 動 物 の サー ベル タイ ガー 
「 ス ミロ ドン 」 が 生息 し て いた 。 ウル 
グ ア イ で 見 つか っ た 頭骨 の 化石 か 
ら 、 これ まで 考え られ て いた より も 
巨大 な も の が いた こと が 判明 。 単 
独 で 狩り を し た の か 、 群れ で 行っ た 
の か は 不明 だ が 、 か む 力 、 骨 の 構 
造 、 四肢 の 強 さ か ら 、 恐ろし い 捕 食 
者 だ っ た こと が わか っ て きた 。 


円 すい 形 の 歯 を も つ 
現代 の ネコ 科 動 物 


生息 し た 時 代 と 場所 
ロト ドック ジリ ス (00) = 


ー い 3] 


スミ ロ ド ン ファ タリ ス (280 キ ロ ) 


スミ ロ ド ン ポプラ トル (435* ロ )。 。 


250 万 年 前 


世 ニ ーーーーーー ツ 


N ) 科 
、 衣 四 の \ 分 は 歯 祖 で 、 


頭 和 に 回 定 さ れ て いる 3 


現代 の 
ライ オン の 犬歯 
(実物 大 ) 


EXPLORE | 探求 する ココ ロ 


現代 の ヒト 


更新 世 後 期 の ヒト 
身長 16 メ ー ト ル 
体重 5 キロ 


後ろ 脚 が 短く ハイ エナ の よう に 
尻 が 落ち た 姿勢 に な る 


日 ーー 
日 し っ 


ライ オン と チー タ 

ー は 長い 尾 で バラ 

ンス を と っ て 走る 。 

スミ ロ ド ン は 尾 が 

短い の で 、 待 ち 伏 上 腕骨 
せ し て 狩り を し で 

いた と 考え られ る 。 


ほか の 年 行動 物 よ り も 


足 を 着く 角度 小さく 
半 下 行 (は ん U ょ こう ) に 議 


出 更 : MAURICIO ANTON. MUSEO NACIONNAL DE CIENCIAS NATURALES. MADRID: HERVE BOCHERENS. U. OF TOBINGEN AND SENCKENBERG CENTRE FOR HUNMAN 
EVOLUTION AND PALAEOENVIRONMENT: NICOLAS R_CHIMENTO. MUSEO ARGENTINO DE CIENCIAS NATURALES: ALDO MANZUETTI.U. OF THE REPUBLIC. URUGUAY 


ほえ る 能力 
特殊 な 咽頭 を 使っ て ほえ た 。 現代 の ほえ る 
ネコ 科 動 物 と 同じ 場所 に 五 つの 舌 稼 が ある 。 


ニー みさ に 
スミ ロ ド ン ・ ポ プラ トル 
Smjodon popojator が の 痕跡 
ーー ポタ |「 人 ーー れ た 胃 や 歯 、 脊椎 や 脚 の けが 、 頭骨 へ の 
これ まで 発見 され た SM 08cbNS 
最大 の 頭骨 に 基づく 再現 図 。 利 し 作 な ど 、 化石 に る 装 か ら ス ミロ ドン 
体重 は 推定 435 キ ロ 。 の 暮らし ぶり が わか る 。 


さ 


大 きく 開く 品 
ライ オン より 25 度 大 きく 開く 。 歯 は が っ し り 
し た 頭 租 に 固定 され 、 か む 力 に 耐え られ た 。 


強力 な 前 脚 二 重 の 犬歯 
外側 の 硬い 皮質 念 が 、 より 紙 密 で 厚い た め 犬歯 の 永久 歯 は 、 乳歯 の 内 側 で 月 に 約 5 ミ 
骨 が 頑丈 。 獲 物 を 素早 く 押 さえ られ 、 も ろ リ 伸 び た 。 幼 い ス ミロ ドン の 口 に は 数 カ月 


い 犬 歯 が 折 れる リス ク を 低く し た 。 間 、 両方 の 歯 が む 生え て いた と も 考え られ る 。 
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探 末 する ココ ロ | EXPLORE 


ハエ の 細胞 も ショ ウジ ョ ウ バ エ の 上 ( 右 ) に 重要 な 酵素 が ある こと を 
お 片づけ で 米国 な どの 研究 者 が 突き 止め た 。 自分 で タン バク 質 を 
作れ る よう に な る と 、 この 酵素 が 母親 か ら 受 け 継 い だ 

すっ きり ? 。、 Big AN 
タン パク 質 を 破壊 する と いう 。「 と きめ か な く な っ た も 
の は 捨て る 」 と 提唱 する 日 本 の 片づけ 名 人 の 名 前 か ら 、 
ん ar7e Ko7go と 命名 され た 。 一 一 ジョ ー ダ ン ・ サ ラマ 


アー 


花粉 は シャ ボン 玉 に 乗っ て 


花粉 の 運び 屋 が 減少 する な か 、 植物 を 授粉 させ る 
新た な 方 法 に 注目 が 集まっ て いる 。 そ の 一 つが ドロ ー ン だ 。 
ミツ バチ な どの 花粉 媒介 者 の 個体 数 が 減少 する な か 、 ハイ テク 
を 使っ た 授粉 方 法 の 開発 が 進め られ て いる 。 北陸 先端 科学 技術 
大 学院 大 学 の 研究 グル ー プ は 、 底面 に 粘着 物 を 塗っ た ドロ ー ン 
で 花粉 を 運ぶ こと に 成功 し た が 、 プロ ベラ が 当たっ て 植物 を 傷 つ 
ける こと が あっ た 。 そ こ で 今 は 、 花粉 を 含ま せ た シ ャ ボン 玉 の 発 
生 装置 を ドロ ー ン に 搭載 し 、 花 へ 飛ば し て いる 。 ナシ の 実験 で 
は 、 手 作業 に よる 人 工 授 粉 と ほぼ 同じ 確率 で 実 を つけ た と いう 。 
こう し た 先端 技術 の 利用 は 、 花粉 媒介 者 の 保護 か ら 目 を そら 
すこ と に な りか ね な いと いう 声 も ある が 、 同 グ ルー プ は 積極 的 に 
開発 を 続け て いる 。 次 の 目標 は 環境 へ の 影響 を 最小 限 に 抑え る 
た め 、 生 分 解 性 の 高い せっ けん 液 を 作り 、 シャ ボン 玉 の 命中 率 
を 上 げ る こと だ 。 ーー マニ リー ジン ラリ < 


写 中 (上 か ら ) : MICHAEL ZAVORTINK。 RISSLAND LAB. UNIVERSITY OFCOLORADO SCHOOL OF MAEDICINE 
EIJIRO MIYAKO: KENNETH HAYES AND NORINE YEUNG 


希望 を つなぐ 
ハワイ の 
カタ ツ ム リ 

60 年 ぶり に ハワイ で カ 
タツ ムリ の 新しい 在 来 種 
が 発見 され た 。 し ま 模 様 
の 殻 を も つ オ アフ ・ ツ リ 
ー・ ス ネイ ル (Au77co/e//a 
9a9neo/u77 ) だ 。 

カタ ツ ム リ と ナメ クジ 
は 世界 的 に も 絶滅 が 危 
慣 さ れ て いて 、1500 年 以 
降 に 絶滅 が 確認 され た 
動物 種 の 、 実に 4 割 を 占 
め て いる 。 植物 を 分 解 し 
て 土 に 返す カタ ツ ム リ だ 
が 、 ハワイ で は 外来 の 捕 
食 者 と 生息 地 の 縮 小 が 
原因 で 、 数 が 減っ て いる 。 
今回 の 新種 の 発見 は 、 保 
護 に 取り 組む 活動 家 た 
ち に と っ て 、 希望 の 光 と 
いえ る だ ろう 。 
ニー ジョ ニダ シン に サジ ラマ 
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EXPLORE | 


科学 の カ で 


探 天 する ココ ロ 


も っ と 


カラ フル に 


物理 や 化学 の 専門 家 た ち が 
自然 が 生み 出す 色 か ら 
着想 を 得 て 、 さ ら に 濃く 
鮮やか な 色 作 り に 挑ん で いる 。 


文 = サ ラ ・ ギ ペン ス 


1. 究極 の 黒 

右 の 写真 の 黒い 顔料 は 、 英 国 
の 芸術 家 ス チュ アー ト ・ セ ン 
プル が 作っ た も の だ 。 ほ ぼ す 
べ て の 可視 光 を 吸収 する の 
で 、 立体 的 な 物体 に 塗る と 、 
塗ら な い 場 合 に 比べ て 平面 に 
見 える ( 下 )。 黒色 で は 、 高級 
車 や 時 計 に 使わ れる ベン タブ 
ラッ ク が 有名 だ が 、 2019 年 
に は 米 マ サチ ュー セッ ツ エ 科 
大 学 が それ 以上 に 黒い 顔料 
を 作り 出し て いる 。 


英 シ ェ フ ィ ー ル ド 大 学 の 
研究 者 た ち は 、 顔料 で は な く 、 
物体 の 構造 を 変え る こと で 、 より イ 
ン バ ク ト の ある 色 を 生み 出す 挑戦 を 
し て いる 。 物 理学 者 アン ドリ ュー・ 
バー ネル も その 一 人 だ 。 着 目 し 
た の は 光 を 反射 する 、 青い モル フ 
オォ チョウ の 羽 の 構造 。「 自 然 に ある 
も の を 模 令 し て 、 素晴らし い 反射 材 
が 作れ まし た 」 と パー ネル は 言う 。 
顔料 は 、 特定 の 波長 以外 の 光 が 
吸収 され る こと で 発色 する 。 一 方 、 
特定 の 波長 だ け を 反射 する よう に 物 
体 の 分 子 の 配置 を 変え れ ば 、 そ の 波 
長 の 色 だ けが 目 に 入る よう に な る 。 
青い 顔料 は 自然 界 に は ほとん ど 存 
在 し な い 。 し か し 、 米 オレ ゴン 州立 大 
学 の 物質 科学 者 マス ・ サ ブラ マニ アン 
は 偶然 、 そ の 顔料 を 発見 し た 。 コン 
ピュ ー タ ー で 使う 磁性 材料 を 探す な 
か で 、 金属 元素 の イッ トリ ウム 、 イン 
ジウ ム 、 マンガン の 混合 物 を 炉 に 入 
れ た と ころ 、 明る い 青 色 の 物質 が 生 
成 さ れ た と いう 。 この 顔料 は 、 各 元 
素 記号 を 合わ せ て イン ミン (YInMn) 
ブル ー と 呼ば れ て いる 。 日 


2. 究極 の 青 
イン ミン は 200 年 ぶり に 発見 
され た 、 新 し い 青 色 の 顔料 
だ 。 この 鮮やか な 色 は 熱 を 
非常 に よく 反射 する の で 、 建 
物 の 塗装 に 使え ば 、 室内 の 
温度 を 抑え る こと が で きる 。 


3. 究極 の ビ ピンク 

画材 の 製造 や 販売 も し て い 
る セン ブル は 、 この 蛍光 ピン 
ク の 請 料 も 手がけ た 。 


4. 究極 の オレ ンジ 

シェ ファ ー ド カラ ー 社 の RTZ 
オレ ンジ は 、 鉛 や クロ ム 酸 塩 
な どの 有毒 物質 が 含ま れ て 
いな いた め 、 環 境 に や さ し い 。 


5. 究極 の 黄 
この NTP イ エロ ー も シェ ファ 
ー ド カラ ー 社 製 だ 。 色あせ し 


に くく 、 梁 料 や プラ スチ ッ ク 『】 


に 使わ れ て いる 。 


EXPLORE | 探求 する ココ ロ 


花 の 冠 に こめ た 
母国 の 誇り 


伝統 の 頭 飾り が 、 再 び 注 目 を 集め て いる 。 
写真 = ドミ ニカ ・ デ カ 


花 、 羽根 、 麻糸 、 上 貝殻 、 ビ ー ズ に 加 
え 、 ろう 細工 や アル ミホ イル な ども 使 
いな が ら 、 芸 術 家 の ド ミニ カ ・ デ カ 
は 、 ウクライナ の 伝統 的 な 花 の 冠 「 ヴ 
ィ イノ ク 」 を 現代 に よみ が えら せ た 。 

こう し た 花 の 冠 は キリ スト 教 が 伝 わ 
る 以前 の 信仰 に 起源 が ある と いわ れ 、 
スラ ブ 語 圏 の 少女 や 若い 女性 が 何 世 
紀 も 前 か ら 身 に 着け て きた 。 結婚 式 で 
か ぶる ほか 、 この 冠 を 川 に 流し て 恋 を 
占う 祭り も 残っ て いる 。 

有名 人 が 衣装 な ど に 取り 入れ た こと 
で 、 注目 が 集まっ た 。 音楽 家 の ダ ガ ・ 
グレ ゴロ ピチ は 、 "王族 の 気分 に な れ 
ます よ 」 と 話す 。 花 の 冠 を か ぶっ て ス 
テー ジ を 見 に 来る 若者 も いる と いう 。 

デカ は 、 美術 館 が 所 蔵 する 画像 や 
イン ター ネッ ト で 募集 し た 家族 写真 を 
参考 に 制作 し て いて 、 この 冠 が 国 を 誇 
る 象徴 に な っ て ほし いと 言う 。「 昔 は 
材料 が 限ら れ て いま し た が 、 作り 手 の 


女性 た ち に は 並外れ た 想像 力 が あっ 


バン ド 「 ダ ガ ダ ナ 」 の メン バー、 
ダナ ・ ビ ン ニ ツ カ 。 彼女 の 現代 
的 な 花冠 は 、 ド ライ フラ ワー や 
紙 製 の 花 な ど で で き て いる 。 


ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 2020 年 12 月 号 傷つい た 五大 湖 .………….. P26 


時 代 と 生き る 子守 歌 .…… P.62 
北 の 果 て で 見 る 夢 .……… P88 
命 を 奪う へ ビ の 毒 


FEATURES 特集 


子守 歌 に は 過去 に 生き て いた 人 々 の 痕跡 が 残っ て いる し 、 


私 た ち が こ の 世 か ら 消 えて も 、 その 痕跡 を 伝え て くれ る だ ろう 。 
大 き な 恐 怖 を 表現 し つつ も 、 希望 や 祈り が こめ られ た 子守 歌 は 、 
子ども た ち が 最 初耳 に する ラブ ソン グ な の か も し れ な い 。 


写真 -HANNAH REYES MORALES 


写真 。 文 = 
ハナ ・ レ イエ ス ・ モ ラ レ ス 


と も を や き し く 双 り に 幸 に は 


測り 提 み や 不 未来 に 託す 夢 が こめ られ て い 


ゴン! 
ベッ ド で 娘 と 体 を 寄せ 合 . 
ラ う ア ル タ ン ズ ル ・ ス クチ ュ 
ルー ン 。 モン ゴル の 首都 
ウラ ン バ ー ト ル で 看護 師 
を し て いる 。 彼女 が 勤め 
る 病院 に は 、 国内 で 大 気 
汚染 が 最も 深刻 な 同市 


トル コ ユ 
南部 ハタ イ 県 に ある ボ イ 
ヌメ ヨ グ ン 難 民 キ ャ ンプ で 、 
寝る 前 に 人 形 で 遊ぶ シリ 
ア 人 の 少女 た ち 。 日 中 は 
気温 が 高 過 ぎる の で 、 午 
後に 昼寝 を し て 、 日 が 暮 
れ て か ら 外 で て 遊ぶ 。 


米国 
マサ チュ ー セ ッ ツ 州 に 住 
む 6 歳 の ゼイ ビア ・ ザ クラ 
ジェ ッ ク は 聴覚 障害 が あ 
り 、 抱い て いる 人 形 と 同 
じ よ うな 人 工 内 耳 を 着け 
て いる 。 母親 の ジェ シカ 
は 毎晩 子守 歌 を 歌っ た 
後 、 大 き な 声 で 「 大 好き 
よ 」 と 告げ る 。 人 工 内 耳 が 
壊れ 、「 息 子 が 聞く 最後 の 
声 に な る か も し れ な い 」 
と 思う か ら だ 。 


日 が 暮れ る と 
流れ 始め る 歌声 を 、 
子ども た ち は 
毛布 の 中 で 
や さ し い 腕 に 
抱か れ な が ら 
族 い て いる 。 
世界 各地 の 
家庭 で 歌わ れる 
子守 歌 が 、 夜 を 
包み 込ん で いく 。 


フィ リピ ン 


娘 を 寝かし つけ る エイ ミ 
ー・ ビ ラル エル 。 一 家 は バ 
ター ン 州 で 素 潜り 漁 を し て 


る 
間 は 潮 の 満ち 引き で 変わ 


る 。 夫 や 息子 た ち は 夜 の 漁 
に 出る こと が 多い 。 


回 2 汰 


上 の コー ド を 読み 取れ ば 、 世界 中 
の 子守 歌 を 聴く こと が で きま す 。 


か る 夜 は 
19 年 前 
き は 、 母 や 祖母 が 自分 に 歌い 聞か せ て く 
れ た 子守 歌 を いく つも 歌っ て や っ た 
それ か ら 10 年 ほど た っ た 2011 年 に 内 戦 が 
始ま っ た 。 そ し て 、 混乱 が 激 し さ を 増し た 13 年 、 
- 家 は トル コ へ の 脱出 を 余儀 な くさ れ た 。3 歳 
に な る 未 の 息子 アフ マ ド は トル コ 生 まれ だ 。 
シリ ア 内 は 死者 が 50 万 人 以上 と され 、 
1200 万 人 が 難民 に な っ た 。 教師 で あり 、5 人 
の 子ども の 母親 で も ある ハデ ィ ー ジ ャ も その 一 
人 だ 。 トル コ の 市 民権 を 得 た も の の 、 過酷 な 状 


NG MAPS 


況 下 で 子育て を し て いる 。 だ か う 

し た 母親 は 世界 中 に 大 勢い る 。 一 日 

の 終わ り に 一 番 く つろ げ ば る 場所 で 歌 
われ る 子守 歌 は 、 本 来 の 目的 

意味 を も ち 始 め た 。 周囲 の 状況 が 変わ っ 

F 歌 が あれ ば 子ども た ち は 安 心 で き 

る 。 と り わ け 新 型 コ ロナ ウイ ルス が 猛威 を 振る 

い 、 すべ て が 激変 し て いる 今 、 子守 歌 は 親子 
の 穏やか な 時 間 を 守る 大 切な 手段 だ 。 


時 代 を 映し 出す 歌 


きま ざま な 文化 を 背景 に 、 子守 歌 に は 歌い 
E 更 の 影響 が 垣 問 見 られ 
歌 は 戦争 の 歌 に な っ た 。 


フィ リピ ビン | 


生き る チチ 守 歌 e9 


トル コ ユ 
波乱 の 時 代 を 
映し 出す 
子守 歌 

3 歳 に な る 未 の 息子 
を 寝かし つけ る ハデ 
ィ ー ジ ャ ・ ア ル ・ モ ハ 
ンマ ド 。 2013 年 に 内 
戦 下 の シリ ア か ら ト ル 
コ の シャ ン ル ウル ファ 
へ 家族 で 逃れ て きた 。 
彼女 が 上 の 子ども た 
ち に 聞か せ た 伝 統 的 
な 心地 よい 歌詞 の 子 
守 歌 は 、 戦争 や 移住 
を 歌う も の へ と 変わ 


っ て いっ た 。 


「 お まえ を 
屋根 裏 で 
寝かせ た 
けれ ど 
へ ビ が 
出 な いか 
心配 だ っ た 」 


本 


Si 


シリ ア 難 民 の 
子守 歌 を 
聴い て みよ う 


右 


ハデ ィ ー ジ ャ の 12 歳 に な 
る 娘 セ ディ ル は 、 シリ ア に 
いた 頃 の 話 を よく 聞き た が 
る と いう 。 母親 は 子ども 
ち が 祖 国 を 忘れ な いよ う 
に 、 シリ ア の 歌 を た くさ ん 
歌っ て 聞か せる 。 


浅 


タ 暮 れ 時 、 トル コ の アン タ 
キヤ の 上 空 を ハト が 飛ぶ 。 
シリ ア と の 国境 が 近い この 
街 に は 、 数 十 万 人 の シリ ア 
人 が 暮らす 。 トル コ が 受け 
入れ て いる シリ ア 難 民 は 、 
360 万 人 に 達し て いる 。 


4000 年 前 か ら 
受け 継が れ て きた 
子守 歌 を 聴い て みよ う 


72 NATIONAL GEOGRAPHIC・2020-12 


「 子 ども た ち は 私 の 不安 な 気持 ち を わか っ て 
いま し た 」。 そう 言う ハデ ィ ー ジ ャ は 、 今 も 悪夢 ば 
か り 見 て いる 。 シ リア 軍 の へ リコ プター や 兵士 
に 追い か けら れる 夢 を 見 て は 、 子ども た ち を 案 
じ て 泣 き な が ら 目 を 覚ます 。 子 ども た ち は 母 親 
の 涙 に 気づく と 、 そば に 来 て 身 を 寄せ る 。 床 に 
敷い た マッ トレ ス の 上 で 、 ハデ ィ ー ジ ャ は アフ マ 
ド を 膝 に 乗せ 、 や さき しく 揺らし な が ら 歌 う の だ 。 

「 あ あ 、 空 を 飛ぶ 飛行 機 よ 、 道 を 歩く 子ども た 
ち を 撃た な いで 。 子 ども た ち に は や さき し くし て 」 

約 4000 年 前 に 栄え た バビ ロニ ア 王 国 の 粘 
土 板 に も 、 子守 歌 が 刻ま れ て いた 。 そ し て 現 
代 で も 、 子ども た ち は 子 守 歌 に いざ な われ て 眠 
り に 落ち る 。 子守 歌 は 受け 継が れ 、 引き 継が 
れ 、 国境 を 越え て 伝わり 、 そ の 途上 で 新しい 歌 


この 記事 は 、 非 営利 組織 ナシ ョ ナル ジオ プラ フィ ッ ク 協 会 の 資金 


協力 に よっ て つく られ て いま す 。 


が 生ま れる こと も ある 。 子守 歌 に は 過去 に 生き 
て いた 人 々 の 痕跡 が 残っ て いる し 、 私 た ち が こ 
の 世 か ら 消 えて も 、 その 導 跡 を 伝え て くれ る だ 
ろう 。 大 き な 慈 怖 を 表現 し つつ も 、 希望 や 祈り 
が こめ られ た 子守 歌 は 、 子ども た ち が 最 初 に 
耳 に する ラプ ソン グ な の か も し れ な い 。 

ハハ ディー ジャ の 歌 の よう に 、 日 々 の 重圧 を 織 
り 込ん だ 子守 歌 は 世界 中 で 耳 に する 。 そ の メ 
ロディ ー は 心 を 落ち 着 か せ て くれ る が 、 油 詞 は 
往々 に し て 暗い 。 デ イス ラン ド の 「 ビ ウム 、 ビ ウ ム 、 
バン バ ロ 」 は 、 誰か が 窓 か ら 部 屋 の 中 を の ぞ き 
込む 歌 だ し 、 ロ シア の 「 バ ユ ・ バ ユ シ ュ キ ・ バ 
ユ 」 は 、 赤ん坊 を ベッ ド の 端 に 寝かせ る と 、 小さ 
な 灰色 の オオ カミ に さら われ て 柳 の 木の下 に 捨 
て られ る と 和 告 する 。 

英語 の 子守 歌 で 有名 な 「 ロ ッ カ バイ ・ ベ イ ビ 
ー」 で は 、 木 の 枝 に つる され た 揺り 籠 が 赤ん坊 
も ろ と も 落ち て し まう 。 

あま り 知ら れ て いな い が 、 この 歌 に は 近年 に 
加え られ た 歌詞 が ある 。 最後 の 一 節 は 「 お 眠 
り 赤 ちゃ ん 怖く な いか ら プ 大 丈夫 よ プ 母さん 
が そば に いる 」 で 始ま り 、「 ぐ っ すり お や すみ 
朝 に な る まで 」 で 終わ る 。 子 守 歌 に 描か れる 恐 
怖 は 、 安心 感 の 裏返し な の か も し れ な い 。 


歌い 手 も 癒 や す カ 


私 の 夫 に は 前 の パー トナ ー と の 間 に 息 子 が 
いて 、 数 年 前 、 そ の 息子 が 父親 を 訪ね て 、 マ 
ニラ に ある 私 た ちの アパ バート に や っ て 来 た 。 私 
は 彼 と 良い 関係 を 築き た いと 頑張 っ て いた が 、 
や る こと すべ て が 的 外れ な 気 が し て 焦っ た 。 
その 夜 、 部 屋 の 明か り を 消す と 、 4 歳 だ っ た 息 
子 は 怖がっ て 泣き 出し て し まっ た 。 私 は と っ さき 
に 抱き 上 げ 、「 ユ ー・ ア ー・ マ イ ・ サ ン シ ャ イン 」 
を 歌っ た 。 す る と 、 蒸し 暑い 夜 に も か か わら ず 
寝 つ い て くれ た 。 不安 な 気持 ち を 和らげ る べき 
は 、 息 子 で は な く 私 の 方 だ っ た の か も し れ な い 。 

子守 歌 に は 、 歌わ れる 側 だ け で な く 、 歌 う 側 
の 心 も 間 や す 効 果 が ある こと を 示唆 する 研究 
結果 が 相次い で 報告 きれ て いる 。 カナ ダ の トロ 
ント 大 学 で 発達 心理 学 を 専門 と する ロー ラ ・ モ 
ラリ 教授 は 、 母親 が 子ども に 聞か せる 歌 を 科 
学 の 視点 か ら 研究 し て いる 。 
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リベリア 

物語 を 
一 緒 に 聞く 
夕暮 れ 時 

モン ロビ ア の マン パ ・ 
ボイン ト } 「 
ェ ン ス ・ ブ ル 


「 お や すみ 
ベイ ビー 
お や すみ 
ママ な は 

お ぢ お ね む の 
顔 が 見 た い 」 


回 店 回 


回 辻 


ペイ シェ ンス の 
子守 歌 を 
聴い て みよ う 


モラ リ 自 身 も 子ども を 授かっ た ば か り で 、 子 
守 歌 を 歌う と 、 赤ん坊 だ け で な く 母 親 の スト レス 
も 軽減 する こと を 実感 し て いる 。 き ら に 彼女 の 
最近 の 研究 で は 、 知ら な い 歌 を 歌っ た り 、 聞い 
た りす る より 、 よく 知っ て いる 歌 の 方 が 赤ん坊 は 
落ち 着く こと も わか っ た 。 

子守 歌 は 、 母親 と 子ども が 一 つの 経験 を 分 
か ち 合 っ て いる の だ と モラ リ は 考え て いる 。 「 赤 
ん 坊 は た だ 歌 を 聞い て いる の で は あり ませ ん 
母親 に 抱か れ て 、 顔 と 顔 が くっ つき そう な ぐら 
い 近 づき 、 体温 を 感じ な が ら や さき しく 揺らし て も 
ら っ て いる の で す 」 

どの 文化 の 子守 歌 で も 、 「 赤 ん 坊 の 気持 ち 
を 和らげ る 特徴 を いく つも 備え て いま す 」 と 指 


摘 す る の は 、 音楽 の 働き や 存在 理由 を 探 先 す 
る 米 ハ ー バ ー ド 大 学 音楽 研究 所 の サミ ュ エ ル ・ 
メー ア 所 長 だ 。 同 研究 所 が 展開 する 「 歌 の 博 


物 史 ] プロ ジェ クト で は 、 人 は 異な る 文化 の 歌 
か ら で も 、 その 意図 する も の を 聞き 分 けら れる こ 
と が 明らか に な っ た 。 参加 者 2 万 9000 人 に 118 
曲 の 歌 を 聞か せ て 、 癒 や し の 歌 、 破り の 歌 、 
の 歌 、 子 守 歌 の どれ に 該当 する か 答え て も ら っ 
た と ころ 、 「 統計 的 に 最も 正確 に 判定 で きた の 
が 子守 歌 だ っ た 」 と いう 

この 研究 所 が 幼児 を 対象 に 行っ た 別 の 研究 
で は 、 自 分 の 世話 を し て くれ る 人 の 歌 で な く て 
も 、 異 文化 の 歌 で も 、 鎮静 効果 が ある こと が わ 
か っ た 。 「 子 育て と 音楽 の 結び つき は 世界 共 
通 で 、 長い 歴史 が ある と 思わ れ ま す 。 人類 は 
は る か 昔 か ら 、 歌 で 子ども を 育て て きた の で す 」 

完全 な 形 で 記録 に 残る 最 古 の 子守 歌 は 、 
4000 年 前 の 粘土 板 に アッ カド 語 で 刻ま れ た も 

で 、「 暗 い 家 に いる 小さ な 赤ん坊 」 と いう 歌 
詞 で 始ま る 。 「 家 の 神 様 」 が その 泣き 声 を うる さ 
が っ て 、 不 気味 な 調子 で 子ども を 呼ぶ の だ 

「 と て も 恐ろし い 歌 詞 で し た 」 と 、 粘土 板 を 解 
読 し た 英 ロ ンド ン 大 学 近東 音楽 考古 学 国際 研 
完 所 の リチャード ・ ダ ンプ リル 所 長 は 語る 。 「 で 
も 、 ご 存じ の 通り 、 生き る の が 茂 し い 時 代 で し 

た か ら ね 。 ち ょ っ と し た こと で すぐ 命 を 落と し て 
いま し た 。 子ども に 恐怖 心 を 植え つけ る こと で 
反射 的 に わが 身 を 守れ る 人 問 に WC で の 
か も し れ ま せん 」 
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寝 な い 子 は 居 い 目 に 遭う ぞ ー 一 そん な 箇 し 
を か ら め た 子守 歌 は 世界 各地 に 存在 する 。 具 
体 的 に は 人 きら い が 来 る 、 化け 物 に 食わ れる と 
いっ た 、 ぞっと する よう な 内 容 が 多い 。 乳児 に 
は まだ 理解 で き な く と も 、 年 長 の 子ども た ち は 、 
こう し た 子守 歌 や 民話 を 通じ て 、 世 の 中 の 何 
が 危険 で 、 何 が 安全 な の か を 学ん で いる 。 

子守 癌 に 見 る 多様 性 

「 赤 ん 坊 の 父親 を 忘れ る た め に 歌う の よ 」 
生後 8 カ月 の 娘 マ ー タ を 寝かし つけ る と 、 ベイ シ 
ェ ン ス ・ プ ルッ クス は ニヤ リ と 笑い な が ら そ う 言 っ 
た 。 リベリア の 首都 モン ロビ ア の マン バ ・ ポ イント 
地区 に ある 彼女 の 自宅 の 周辺 は 、 夜 に な っ て も 
に ぎ や か だ 。 音楽 が 鳴り 響き 、 食器 が ぶつ か 
る 音 や お し ゃ べり の 声 も 流れ て くる 。 そ ん な な 
か で 、 ベ ペイ シェ ンス は リズ ム を と りな が ら 、 さま ざ " 
まな スキ ャ ッ ト を 織り 交ぜ た 「 ラ イラ イ 」 を 歌う 


左 


モン ロビ ア の ウエ スト - ポ 
イン ト 地 区 に ある 自宅 で 娘 
に 賛美 歌 を 歌う クリ ステ ィ 
アー ナ ・ グ マー。 13 歳 の と 
き に 最初 の 娘 を 妊娠 し 、 
両親 に 家 を 追い 出さ れ た 。 
長らく ホー ムレ ス 生 活 を 送 
っ て いた が 、 今 は 夜間 に 茶 
と パン を 売っ て 娘 た ち を 育 
て て いる 。 


ココ 


モン ロビ ピア 中 心 部 か ら 外 
れ た 貧困 地区 が 夕暮 れ を 
迎え る 。 目 の 前 は 大 西洋 
だ 。 こう し た 地区 は 人 口 が 


過 基本 的 な イン フラ 
が な く 、 衛生 的 な 環境 が 整 


っ て いな い 。 
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写真 家 の ハ ナ ・ レ イエ ス ・ モ ラ レ ス が 、 世界 各国 の 子ども の 寝室 で 撮影 し た ぬい ぐる み の 数 々 。 
な か に は ぬい ぐる み に 子 守 歌 を 歌う 子ども も いた 。 


シェ ンス に 抱か れ た マー タ は 、 母親 が 踊 
りな が ら 背 中 を た た く と 、 その 動き 【 
り に 落ち て いく 。 


お や すみ ベイ ビー お や すみ 
お や すみ ベイ ビー お や すみ 
ママ は お ね む の 上 顔 が 見 た い 
お ね む に な っ た ら 

ママ は すご くう れ し い 

ママ は と っ て も ご 機嫌 よ 

だ か ら お や すみ お や すみ 
お や すみ ベイ ビー お や すみ 


ペイ シェ ンス は 現在 2 児 の 母親 で 、 長女 を 出 
し た の は 13 歳 の と きだ 。 リベリア で は 10 代 の 
少女 の 10 人 に 3 人 が 15 一 19 歳 で 妊娠 や 出産 
を 経験 する と いう 。 若く し て 母親 に な る 苦労 は 、 
ベイ シェ ンス に 限ら ず 多 く の 少 女 が 味わっ て い 


界隈 で は 、 家々 の 前 が 隣 近所 と の 共通 
の 居間 に な っ て いる 。 仕事 か ら 帰 っ て きた 母親 
た ち は 、 何 十 人 と いう 子ども を 戸外 で 遊ば せ 、 
交代 で 世話 を し な が ら 夕 食 の 准 備 や 家 の 用 事 
を 済ま せる 。 

「 む か し わか -」。 ペイ シェ ンス の 話 が 始 
まる と 、 子 ども た ち は 一 斉 に 陸 を 傾け る 。 それ 
か ら 順 々 に 物語 を 作り 、 一 緒 に 歌 を 歌う 。 そし て 
夜 の と ば り が 下り る と 、 森 に すむ 不思議 な 生き 物 
や 冒険 の 話 が 音楽 の よう に 繰り 返さ れる の だ 。 

よ 、 誰か と 一 緒 に 歌 を 歌っ た 

、 楽 器 を 奏で た り し た 経験 が ある 子ども は 、 
他 者 を 積極 的 に 助け る 傾向 が ある と いう 結果 
も 出 て いる 。 | 周り に いる 人 h 
こと で 、 仲間 意 計 
す 」 と モラ リ は 


さま ざま だ 。 フ ィ リ ピン の 


ラル エル の 場合 は 、 潮 の 満ち 引き と 家 
合 で 決ま る 。 夜 に な る と 父親 の ウン ビン ・ ビ ラル 
エル や 兄たち の 漁 ザイ ジャ ン は 、 家 に 
戻る 船 の 上 で 、 エン ジン と 波 の 音 を 聞き な が ら 
眠り に 就く 。 
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モン ゴル 

お 昼寝 は 

きれ いな 
空気 の な か で 
ウラ ン バ ー ト ル の ご み 
廃棄 場 に 近い 幼稚 園 
で 昼寝 を する 園児 た 
ち 。 火力 発電 と 家 の 
暖房 に 石炭 を 使う こ 
と か ら 、 こ の 都市 の 大 
気 は 危険 な レベ ル ま 
で 汚染 が 進ん で いる 。 
園 に は 空気 清浄 機 が 
設置 され て いる が 、 大 
半 の 家庭 に は な い 。 


「 せわしない 
1 月 が 
終わ っ て 
お と ぎの 
世界 の 夜 が 
や っ て 来る 」 


回 滞 ョ 回 
F」 


モン ゴル の 
子守 歌 を 
聴い て みよ う 


フィ リピ ン は 、 海洋 生物 が 世界 で 最も 多様 な 
海域 [コー ラル ・ ト ライ アン グル 」 の 中 に ある 。 ザ 
イジ ャ ン た ち が 住 む 漁 村 は 海 の 恵 み が 頼 り だ 
が 、 気 候 変動 の 影響 が 深刻 だ 。 

乱獲 の 問題 も あり 、 ここ 10 年 で 水揚げ は 大 
幅 に 減っ て し まっ た 。 ウン ビン は 息子 た ち に 漁 
業 を 継が せ た い と は 思っ て いな い が 、 コ ロナ 福 
で 社会 機能 が まひ し て も 、 魚 き え 捕 れ ば 家族 を 
養う 手立て に は な る 。 「 ザ イジ ャ ン は 、 何 も な い 
時 期 に 生き 延び る 方 法 を 学ん だ の で す 」 と ウン 
ビン は 話す 。 

昼間 の ザイ ジャ ン は 、 カラ オケ で 覚え た 歌 を 
2 歳 の 妹 ジ ャ ジー に 歌っ て や る 。 少女 の 涙 が 
乾く こと を 願う 少年 の 歌 を 、 兄 の 腕 の な か で 挿 
られ て 聞き な が ら 、 ジ ャ ジー は 眠り に 落ち る 。 
私 が 生ま れ 育 っ た フィ リビン で は 、 子守 歌 に 「 タ 
ハン ・ ナ 」 と いう 合い の 手 を よく 入れ る 。 「 泣 か な 
いで 」 と 、 泣い て いる 人 を 司 め る と き に 使わ れる 
こと が 多い 言葉 だ が 、「 大 丈夫 」「 落 ち 着い て 」 
「 安 心して 」 と いう 意味 に も な る 。 フィ リビン 語 で 
「 家 」 を 指す 「 タ ハナ ン 」 は 、 涙 が 引い て いく 場 
所 と いう こと に な る 。 

米国 ニュ ー ヨ ー ク 市 に ある 音楽 の 殿堂 、 カ 
ー ネ ギ ー・ ホ ー ル は 2011 年 に 「 子 守 歌 プロ ジ 
ェクト 」 を 開始 し た 。 子守 葵 が 母親 の 健康 に 好 
影響 を 与え 、 親子 の 絆 を 強め 、 子ども の 発達 
を 助け る と いう 研究 結果 を 基 に 、 子ども が 生ま 
れ た ば か り の 親 が プロ の 音楽 家 と 協力 し て 、 わ 
が 子 だ け の 子守 歌 を 作る と いう も の だ 。 こ れ ま 
で に 数 カ国 で 何 千 曲 と いう 新しい 歌 が 誕生 し 
た 。 プ ロジ ェクト を 統括 し て いる ティ ファ ニー・ 
オー ティ ス は 、 「 子守 歌 を 大 切な より どこ ろだ と 
思う の は 、 人 間 の 本 質 な の で す 」 と 言う 。 

「 母親 の 多く は 自分 で 作っ た 子守 歌 に 力 を も 
ら っ て 、 家族 の 未来 を し っ か り 築 こ うと 、 前 向き 
な 話 を する よう に な る ん で す 」 と 語る の は 、 プロ 
ジェ クト 関連 の 調査 の 相談 役 を 務め る デニ ー・ 
バー マー・ ウ ルフ だ 。 ギリシャ に 住む 移民 の 家 
族 た ち も プ ロジ ェクト に 参加 し て いて 、 地元 の 
協力 者 は そう し た 子守 歌 を 「 持 ち 運 び で きる 心 
の より どこ ろ 」 と 表現 し て いる 。 

「 お 祈り や 昔話 と 同じ で 、 子守 歌 は どこ で で 
も 歌う こと が で きま す 」 と バー マー・ ウ ルフ は 解 
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説 する 。 「 何もかも 失っ て も 、 子守 歌 を 歌う こと 
で 過去 と の つなが り を 保てる の で す 」 


受け 継が れる 愛 


今 の 世代 を 反 喘 する 子守 歌 も 、 元 は 古く か 
ら 歌 われ て いた も の が 多い 。 

モン ゴル の 人 遊牧民 は 「 プ ブー ベイ 」 と いう 子守 
歌 を 何 世代 も 歌い 継い で きた 。 歌 の な か で 繰り 
返さ きれ る 「 プ ー ベ イ 」 と いう 言葉 は 、 「 怖がら な く 
て も いい 」 と いう 意味 だ 。 モン ゴル の 民話 歌手 
で 踊り 手 の バ ヤル タイ ・ ゲ ン デ ン に は 、 13 人 の 
人 孫 が いる 。 「 愛 は 一 番 大 切な も の 。 そ れ を 遺産 
の よう に 受け 継い で いく の で す 」 と 彼女 は 語る 。 

バ ヤ ル タ イ は 、 首都 ウ ラン バー トル の 空 が ス 
モッ グ で 覆 わ れ て いる と 嘆く 。 「 私 た ちの 先祖 
は 青い 空 の 上 か ら 、 汚れ た 空気 に 涙 し て いる 
は ず で す 」。 彼女 が 孫 の た め に 子守 歌 を 歌う 
部 屋 で は 、 空気 清浄 機 の 音 が 響い て いる 。 


を 

スモ ッ グ に 橋 わ れ た ウラ ン 
バー トル の 空 季 の 大 
気 汚染 は 深刻 で 、 郊外 に 
比べ て 子ども た ちの 間 に 
呼吸 器 感染 症 や 心肺 機能 
低下 が 増え て いる と 、 ユニ 
セ フ が 警告 し て いる 。 


dn 


ウラ ン バ ー ト ル 苑 外 、 ナラ 
イ 八 の 自宅 で 、 末 の 子ども 
と 川 の る トド ゲ レ 
ル ・ ラ ハム ジャ プ ( 左 ) と デ 
ジ ド - バ ヤル バー タル ( 右 ) 
トド ゲ レ ル は 25 年 間 炭 鉱 
で 働い て きた が 、 一 部 地域 
で 石炭 の 使用 が 禁止 され 
た あお り で 失職 し 、 今 は 


学校 の 管 備 員 を し て いる 。 
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米国 
コロ ナ 補 で 
変わ る 
就寝 の 時 間 
マサ チュ ー セ ッ ツ 州 に 
ある 自宅 で 、6 歳 の 娘 
に 物語 を 読ん で 聞か 
せる アン ソニ ー・ ハ レ 
ッ ト 。 新型 コロ ナウ イ 
ルス の 影響 で 在宅 勤 
務 に な っ た こと で 、 子 
ども た ちの 寝る 前 の 
習慣 に 携わる こと が 
で きる よう に な っ た 。 


「 お や すみ 
ルー グ 
お や すみ 
フレーク 
お や すみ 
ルー グ 
も う 接 る 
時間 だ よ 」 
回 中 回 


回 8 
ハレ ッ ト 家 の 
子守 歌 を 
聴い て みよ う 
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スト ン に ある マサ チ 
ュー セッ ツ 総合 病 院 の モ 
リー・ ト マス 医師 は 、 新型 
コロ ナウ イル ス の 対応 中 は 
家族 と 別 
間 は ビデ オ 通 話 で つ な 7 
り 、 画面 越し に に 子 
守 歌 を 歌い 、 お や すみ を 伝 


新型 コロ ナ の 患者 を 担当 
する 看護 師 ア リ ソ ン ・ コ ン 
ロン は 、 マサ チュ ー セ ッ ツ 
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ウラ ン バ パー トル は 、 冬 に は 氷点 下 28 て まで 
下がる こと が ある ほど 気温 が 低い 。 だ が 石炭 
の 使用 に よる 大 気 汚 染 も 深刻 だ 。 大 気 汚染 物 
質 の 量 は 、 世界 保健 機関 (WHO) の 定め た 安 
全 基準 の 100 倍 を 超え て いる 。 国内 の 子ども 
の 半数 が 暮らす この 都市 で は 、 5 歳 未 満 の 死 
因 で 2 番目 に 多い の が 肺 笑 だ 。 ユニ モ フ は 大 
気 汚 染 が 「 子 ども の 健康 に 深刻 な 害 」 を 及ぼ し 
て いる と 警告 し て いる 。 

子守 歌 に は 「 子 ども た ち を 癒 や し て くれ る 言 
葉 を 使い ます 」 と 話す の は 、2 人 の 娘 を も つ オ 
ユン チ メ グ ・ プ ヤン クー だ 。 娘 た ち は 汚 れ た 空 
気 の せ いで よく 病気 に な っ て いた が 、 郊外 に 引 
っ 越し て 新鮮 な 空気 が 吸え る よう に な っ た 。 


歌 が つなぐ 未来 


激動 の 時 代 に は 、 言葉 を 交わ すこ と で 人 と 
人 と が つなが っ て いく 。 コ ロナ 袖 で 生活 は 激変 


し 、 人 と 距離 を と る こと で 関わ り 方 も 大 きく 変わ 
っ た 。 保健 や 社会 福祉 に 携わる 人 は 、 世界 全 
体 で 見 る と 7 割 近く を 女性 が 占め て いる 。 パ ン 
デミ ッ ク の 最前 線 で 働く 母親 た ち は 、 感染 の 危 
険 に きら され な が ら 、 自分 の 家族 の 世話 も する 
と いう 難題 に 直面 し て いる 。 

米国 マサ チュ ー セ モッ ツ 州 の 病院 で 看護 師 を 
し て いる エリ ザ ベ ス ・ ス トリ ー タ ー は 、 新型 コロ 
ナウ イル ス 感 上 者 専用 の 病棟 で 働い て いる 。 
感染 が 急速 に 拡大 し て いた 2020 年 4 月 初旬 、 
彼女 は 4 人 の 息子 を ウイ ルス に さら さき ない よう 
に 、 離れ て 暮らす こと を 決断 し た 。 両 親 の 家 の 
前 に 止め た キャ ン ピ ン グ ・ カ ー で 寝 泊 ま り し 、 夫 
が 自宅 で 子ども の 面倒 を 見 る 生活 が 1 ヵ月 続い 
た 。 エ リザ ベス は 毎晩 、 家族 と 電話 で 話 を し た 。 
3 歳 の 息子 が 好き な 子守 歌 を 歌う と き は 、 涙 を 
こら える の に 必死 だ っ た 。 息子 を 再び 抱け る 日 
が 来る の か 、 先 が 見 えな か っ た か ら だ 。 

同 州 の 看護 師 で 、 病院 の 集中 治療 室 に 勤 
務 す る アリ ソン ・ コ ン ロ ン も 家族 と の 別居 を 選択 
し た 。 夜 に な る と 自宅 に 電話 を か け て 、2 歳 の 
息子 ルー カス に 絵本 を 読み 、 歌 を 歌っ て や っ 
た 。 日 曜日 に は 自宅 に 戻る も の の 、 中 に は 入ら 
ず 、 ド ア の ガラ ス 越 し に 絵本 を 読ん で 聞か せ 
た 。 アリ ソン は ガラ ス を 挟ん で 息子 と ハイ タッ チ 
を し て 、 キス を 交わ し た 。 「 息 子 は すぐ に 慣れ 
て 、 こ の 状況 に よく 適応 し て くれ まし た 。 そ の 点 
は と て も 感謝 し て いま す 」 と 彼女 は 言う 。 

子守 歌 は 母親 と 子ども だ け で な く 、 人 と 人 、 
そし て 過去 と 私 た ち も る つない で くれ る 。 

夢 の 世 界 を 自由 に 広げ る に は 、 安心 で きる 
場所 が 必要 だ 。 そ れ を 生み 出す うえ で 子守 歌 
は 欠か せな い 。 シ リア 難民 の ハデ ィ ー ジ ャ ・ ア ル ・ 
モハ ンマ ド は 、 息子 が 子守 環 を せがむ の は 「 眠 
り に 就く た め だ け で は あり ませ ん 。 そ こ に 了 母 の 
や さ し い 愛 を 感じ も る から で す 」 と 言う 。 子守 歌 
を 開け ば 、 独り ぼっ ち で は な いこ と を 確か め ら 
れる 。 夜 の 暗闇 で 開く 子守 歌 は 、 や が て 明る 
い 朝 が 訪れ る と いう 約束 な の だ 。 


ハナ ・ レ イエ ス ・ モ ラ レ ス (Hannah Reyes Morales) は 写真 家 
で 、 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク の エク スプ ロー ラー。 2020 年 
2 月 号 「 多 様 に な る 美 し さ 」 の 写真 を 手がけ た 。 この 記事 の 音声 
デー タ の 記録 と 取材 で は ルパート ・ コ ム ス ト ン の 協力 を 得 た 。 
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この 記事 は 、 非 営利 組織 ナ 

ショ ナル ジオ プラ フィ ッ ク 
協会 の 資金 協力 に よっ て つく ら 
れ て いま す 。 


極 に 一 度 魅 了 さ れ た 人 は 、 北極 の 呼応 声 が 絶え ず 耳 を 離れ 
な いと いう 。 子 ども の 頃 、 私 は ツン ドラ を 駆け 回 り 、 極 夜 に は 
オー ロラ を 眺め な が ら 通 学 し た 。 暗 間 が 2 カ月 問 続く 「 極 夜 」 
と いう 詩 的 な 言葉 は 、 こう し た 土地 に お いて は 単に 冬 を 指す 
だ け で な く 、 この 時 期 に 特有 の 精神 状態 を 指す 言葉 で も あ 
る 。 私 は 何 年 も 前 に 、 故郷 で ある ロシア の ラプ テ フ 海 に 面 し 
た 辺境 の 港町 チク シ を 離れ て 、 大 都市 や さま ざま な 国 で 暮 ら 
し て きた 。 だ が その 問 ず っ と 、 帰っ て お いで と 北極 に 呼ば れ 
て いた 。 隔絶 きれ た 環境 で ゆっ た り と 生き る 感覚 が 、 無性に 
恋し く な る 。 凍てつい た 北 の 大 地 に 身 を 置く と 、 私 の 想像 力 は 何 物 に も 
人 遊 ら れる こと な く 、 風 の よ うに 舞い 上 が っ て いく 。 北極 に いる と きだ け 、 私 
は 本 当 の 自分 で いら れる の だ 。 

今回 、 撮影 し た 人 々 も 、 その 点 で は ほぼ 一 緒 だ 。 彼 ら の 話 は 、 一 冊 
の 本 を 構成 する 章 に 似 て いる か も し れ な い 。 各 章 で 語ら れる 夢 は 異な る 
が 、 すべ て の 章 が 北極 へ の 愛 に つなが っ て いる 。 そ れ ぞ れ の 夢 に 独自 
の 色合い と 雰囲気 が あり 、 どの 人 に も 、 ここ で 暮らす 理由 が ある 。 

最初 の 夢 は 、 ビ チェ スラ フ ・ カ ロト ゥ キ の も の だ 。 バレ ン ツ 海 の 半島 に 立 
つ カ ヵ カド バ リハ 気象 観測 所 で 、 長年 、 所 長 を 務め た 男性 だ 。 こ こ は 海 に 細 
長く 突き 出 た 不毛 の 地 で 、 周囲 に は 何 も な いた め 、 まる で 船 に 乗っ て いる 
よう な 気分 に な る と 話す 。 彼 は いわ ゆる 「 ポ リア ー ニ ク 」 と 呼ば れる 北極 
の 専門 家 で 、 北極 で の 仕事 に 人 生 を ささ げ ば て きた 。 現在 も 同 観測 所 で 
気象 デー タ の 報告 を 手伝っ て いる 。 

観測 所 の 外 で は 、 氷 の 動く 音 や 擦れ 合う 音 、 無線 用 の ケー ブル が 風 
に うな る 音 な ど が 聞こ えた 。 中 は 静か で 、 カロ トゥ キ の 足音 と ドア が きしむ 
音 だ けが 時 を 刻む 。 彼 は 3 時 間 ご と に 外 に 出 て いき 、 観測 結果 を つぶ や 
き な が ら 戻 っ て くる 。 「 南 南西 の 風 、 秒速 12 メ ー ト ル 、 最大 瞬間 風速 18 
メー トル 、 風 は 強まり つつ ある 、 気圧 は 低下 、 吹雪 が 接近 中 ]」。 そ れ を ノ 
イズ の 混じる 古い 無線 機 を 通じ て 、 会 っ た こと の な い 相 手 に 報告 する 。 

ある 日 、 極 夜 の せい で 思考 が 乱れ 、 私 は 悲し く な っ て し まっ た 。 そこで 、 
お 茶 を 持っ て カロ トゥ キ の と ころ へ 行き 、 毎日 同じ こと の 繰り 返し な の に 、 
どう や っ て この よう な 場所 で 、 た っ た 一 人 で 生き て いけ る の か 、 と 聞い て 
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みた 。 彼 は 言っ た 。 「 君 は 多く を 期待 し 過ぎ て いる ん だ 。 そ れ が 普通 だ 
と 思う けど ね 。 だ が 、 ここ で の 毎日 は 同じ で は な い 。 ほ ら 、 今日 は オー ロ 
ラ が 輝く の を 見 られ た し 、 海 に 薄 水 が 張る と いう 、 と て も 珍し い 現 象 も 起き 
た 。1 週間 以上 も 雲 に 隠れ て いた 星 が 見 られ た の だ っ て 、 素晴らし いこ と 
だ ろう ?」 私 は 外 の 世界 に 目 を 向け る の を 忘れ て 、 自分 の 内 側 ば か り を 
見 つめ て いた こと を 恥ず か し く 思 い 、 それ 以 隆 、 すべ て を 注意 深く 観察 
する よう に な っ た 。 

私 は ある 若い カッ プル と 、 1 カ月 問 、 生活 を と も に し た 。 そ の 二 人 、 エフ 
ゲニ ア ・ コ ステ ィ コ バ と イワ ン ・ シ フ コ フ は 、 氷 に 閉ざさ れ た 土地 カニ ン ・ ノ 
ス で 、 気象 デ ー タ を 収集 し て いた 。 シベ リア の ある 町 で 二 人 が 一 緒 に 住 
み 始 め て 1 年 後 、 コ ステ ィ コ バ は シフ コ フ に 、 一緒 に 北 へ 行っ て ほし いと 
頼ん だ 。 二 人 は ここ で 天候 を 観察 し 、 まき を 割り 、 料理 を し 、 灯 右 を 管理 
し 、 お 互い を 気 に か け て 暮らし て いる 。 医療 を 受け る と き に は 長 距 離 へ リ 
コ プ タ ー を 呼ぶ が 、 天候 が 荒れ れ ば 数 週間 待つ こと も ある 。 

イヌ ルミ ナ 村 に は 、 シベ リア の 先住 民族 チュ クチ の 人 々 が 300 人 ほど 
暮らし て いる 。 孤立 し た 環境 の せい も あっ て か 、 ここ で は 土地 と 海 の 恵 
み を 柚 に 、 昔ながら の 暮らし が 営ま れ て いて 、 村人 は 代々 受け 継が れ て 
きた 神話 や 伝説 を 大 切 に し て いる 。 猟師 は 名 誉 ある 仕事 だ 。 彼 ら は 政 
府 や 国際 機関 の 割当 量 に 従っ て 、 村 の 維持 に 必要 な 数 だ け モ イ ウ チ や 
クジ ラ を 狩り 、 長い 冬 を し の ぐ 。 イヌ ルミ ナ の 近く に ある 木造 の 小屋 で 、 私 
は モイ ウチ の 研究 者 と と も に 2 週間 を 過ごし 、 その うち の 3 日 間 は 小屋 か 
ら 出 られ な か っ た 。 推定 10 万 頭 の モイ ウチ に 取り 囲ま れ て いた の だ 。 私 
た ち は 、 モイ ウチ を 驚 か せ て バニ ッ ク に 陥ら せな いよ うに 気 を つけ た 。 け 
ん か を し な が ら 大 移動 する 彼ら の 岩 動 で 、 小屋 は ぐら ぐら 揺れ た 。 

カラ 海 沿岸 の ディ クソ ン で は 、 停 大 な 国家 を 目指 し た ソビエト の 夢 が 湊 
りつ いて いた 。 全盛 期 だ っ た 1980 年 代 、 デ ィ ク ソン は ロシア 北極 圏 の 首都 
と 呼ば れ て いた が 、 ソ 連 の 崩壊 と と も に 、 人 口 が 激減 し 、 す っ か り 寂 れ た 。 

最初 の 数 週間 は 、 ディ クソ ン の どこ まで も 深い 暗闇 の な か で 撮っ た 写 
真 の 出来 に が っ か り し て いた が 、 ある と まき 突然 、 空 に オー ロラ が 輝き 、 す 
べ て を 鮮やか な 色 に 上 染 め た 。 数 時 間 後 、 オ ー ロ ラ が 消え 始め る と 、 街 は 
再び 間 の な か に ゆっ くり と 溶け て いき 、 最後 に は 何 も 見 えな く な っ た 。 日 


CHRISTINE FELLENZ. NGN STAFF. 出 琴 : GREEAN MARBLE 


ーー 
エフ ゲニ ア ・ ア ル ブ ガ エバ 
(Evgenia Arbugaeva ) は 、 
ロシア 北極 圏 の チク シ 生 ま 
れ 。2018 年 8 月 号 「 チ ョ ウ を 
捕まえ る 人 々 」 な ど を 担当 。 
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左上 か ら 時 計 回 り に 

10 年 以上 前 に 使わ れ な く 
な っ た 灯台 に 向かう カロ ト 
ウゥ キ 。 彼 は まき が 足り な く 
な る と 、 灯台 の 木材 の パネ 
ル を は が し て 、 住居 兼職 
場 で ある 気象 観測 所 の 暖 
房 に 使っ て いた 。 その 後 、 
気象 観測 所 は 新しく 建て 
替え られ た 。 


古い 気象 観測 所 で 使わ れ 
て いた 無線 機 か ら は 、 気 
温 や 降水 量 の 観測 デー タ 
が 、800 キ ロ 近 く 離 れ た 最 
寄り の アル ハン ゲ リ ス ク の 
観測 所 に 送信 され て いた 。 
カロ トゥ キ は 、 今 も 昼夜 を 
問わ ず 3 時 間 ご と に 気象 
デー タ を 報告 し て いる 。 


カロ トゥ キ が マッ チ 棒 で 制 
作 中 の 灯台 の 模型 。 壁 に 
映っ た 影 が 、 北極 の 風景 
を 思わ せる 。 『 海水 の 力学 』 
と いう ソ連 時 代 の 本 の 上 
に 置か れ て いた 。 


旧 気 象 観測 所 で カロ トゥ 
キ の ラン チタ イム に 付き 合 
う 鳥 の ケシ ャ 。 写真 家 の 
エラ ウ ゲ ニ デ " 央 ルプ カエ が 
か ら の 新年 の 贈り 物 だ 。 
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カド バリ ハ | 北 緯 68.941* | 東経 53.769 


品 


人 串 


カニ ン ・ ノ ス | 北 績 68.657* | 東経 43.272* 


ョ コル ー ト や 果物 を 持つ て いき まし た 。 


4 PP は 、 ちょ っ と し た お や つが 黄金 の よう に 喜ば れる ん で す 」 
| と 、 ア ルプ ガ エ バ は 話す 。「 エ フ ゲニ ア ・ コ ステ ィ コ バ は と びき り の 笑顔 で 、 
も な いよ ょ うに と 、 リ ン ゴ を ーー つ 、 そ っ と 新聞 抵 で くる み ま し た 」 


し 
ヤー 
\ 
5 
「 ど と ャ 
ジア 
」 
| 
【 
と 。 や ーー ー 由 4 ff 
ト - ez に いさ ロメ が プ we 
に ww 5 ーー か 系 よさ ふさ 
2 も で 
マ 四 
デー 
ーー 
日 ン ママ 
4 豆 し 
和 、 デー 


カニ ン ・ ノ ス | 北緯 68.657* | 東経 43.272* 
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EE 

左上 か ら 時 計 回 り に 

「 世 界 の 果て 」。 気象 学者 
で 灯台 守 の イワ ン ・ シ フ コ 
フ は 、 物置 小屋 に 白い ペン 
キ で こう 書い た 。 この 小屋 
は 、 灯台 や 気象 観測 所 に 
物資 を 届け て くれ る 砕氷 
船 が 、 毎 年 夏 に 停泊 する 
壇 頭 の 近く に ある 。 


愛犬 ドラ ゴン を 連れ て 、 塩 
分 濃度 を 測定 する た め の 
海水 サン ブル を 採り に 来 
た コス ティ コバ と シフ コ フ 。 
この 細長 い カニ ン 半 島 の 
周辺 は 、 白 海 と バレ ン ツ 海 
が 出合 うと ころ だ 。 


灯台 へ 向かう 二 人 。 猛 吹 
雪 の な か 、 まる で 空中 に そ 
び え て いる か の よう だ 。 北 
極 に 残る 灯台 は 少な い 。 
新 航路 が 開通 し 、 今 で は 
多く の 船 が 最新 の 航行 シ 
ステ ム を 搭載 し て いる 。 


小さ な 暖房 器具 で 暖 を と 
り 、 読書 を する コス ティ コ 
バ 。 幼 い 頃 、 家族 の 友人 
か ら 極 北 の 暮らし の 話 を 
聞い た 。 19 歳 で 北極 圏 の 
気象 観測 所 で 働き 始め 、 
すぐ に 自分 が 北極 に 合っ 
て いる と 感じ た と いう 。 
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左上 か ら 時 計 回 り に 

2019 年 に 他界 し た 妻 の 話 
を し た 後 、 物 思 い に 沈む ニ 
コラ イ ・ ラ フ テ ィ ン 。 使わ 
れ な く な っ た 気象 観測 所 
で 一 人 暮らし を し て いる 
が 、 ソ連 の 北極 圏 開発 が 
始ま る 前 は 、 チュ クチ の 伝 
続 的 な 住居 に 住ん で いた 。 


猟師 の ガレ ー ジ 内 に 置か 
れ た セイ ウチ の 頭骨 。 セイ 
ウチ の 肉 は 、 チ ュ ク チ の 人 々 
が 生き る 上 で 最も 大 切な 
食料 だ 。 村 は 、 セイ ウチ と 
クジ ラ に つい て 、 年 間 で 決 
まっ た 捕獲 量 を 割り 当て 
られ て いる 。 


イヌ ルミ ナ 村 の 文化 セン タ 
ー で 、 カム レイ カ と 呼ば れ 
る チュ クチ の 民族 衣装 を 着 
て 、 伝 統 的 な 踊り の リハ ー 
サル を する ビ カ ・ テ ノム 。 


肉 を 目当て に 舌 で 仕留め 
られ た コク クジ ラ 。 日 が 暮 
れ た 頃 、 猟師 た ち は 狩 り 
を 終え て 家路 に 就 いた 。 狩 
り の 帰り 道 で は 、 猟師 た ち 
は 伝 続 に 従い 、 声 は 出さ 
ず に 心 の な か で クジ ラ だ 
け に 話し か け 許し を 請 い 、 
この 狩り が 必要 だ っ た 理 
由 を 説明 する 。 
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イヌ ルミ ナ 


北緯 66.954 


西経 171.862 


北 の 果 て で 


左上 か ら 時 計 回 り に 

ディ クソ ン の 誰 も いな い 広 
場 に 立つ 像 に 、 オ ー ロ ラ が 
色 鮮やか な 魔法 を か ける 。 
この 像 は 、 第 2 次 世界 大 
戦中 に ドイ ツ の 攻撃 か ら こ 
の 町 を 守っ た 兵士 を た た 
える も の だ 。 


この 学校 に 通っ た 最後 の 
生徒 た ち は 大 人 に な っ て 
いる が 、 開い た まま の 教科 
書 を 見 る と 、 時 が 止ま っ て 
いる よう だ 。 アル プ ブ ガ エ バ 
は 、 オー ロラ が 出 て 撮影 で 
きる 明る さ に な る まで 、 暗 
闇 の な か で 2 週間 待っ た 。 


か つて さま ざま な 公演 が 
催さ れ た 文化 セン ター は 、 
長い 間 使 われ て いな い 。 こ 
うし た ソビエト 時 代 の 建築 
様式 は 、 北極 海 航路 に 沿 
っ て イン フラ 整備 が 進め ら 
れ た 北極 圏 の ほか の 拠点 
に も 見 られ る 。 


ディ クソ ン の 廃校 で 、 凍り 
つい た 窓 枠 に 手作り の 人 
形 が も た れ か か る 。 全盛 
期 の 1980 年 代 、 北 極 圏 開 
発 と いう 野心 的 な 計画 の 
象 向 だ っ た この 町 に は 、 約 
5000 人 が 暮らし て いた 。 
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ディ クソ ン 


北緯 73.507 


東経 80.525 


北 の 果て で 見 る 夢 107 


へ ビ に か まれ た こと で さ 
命 を 落と す ア フリ カ 人 が SN 
毎年 数 万 人 も いる 。 : さ 
治療 を 受け る こと が 難し く 、 


品 を 八 う へ ビ の 筐 


写真 ・ 文 = トマ ス ・ ニ コロ ン 
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WHAT IS 
AVAXHUME? 


the biggest Internet portal, 
providing you various content: 
国 較 界 brand new books, trending movies, 
fresh magazines, hot games, 
recent software, latest music releases. 


Unlimited satsfacton one low price 
Cheap constant access to piping hot media 
Protect your downloadings from Big brother 

Safer, than torrent-trackers 


18 years of seamless operation and our users'satsfacton 


All languages 
Brand new content 
One site 


AvaxHome - Your End Place 


We have everything for all of your needs. Just open https://avxlive.icu 


朝 5 時 頃 、 
ン モ ン ・ イ ソロ モ は 
目 を 覚 ま し た 。 


妻 と 7 人 の 子ども に 「 行 っ て くる 」 と 告げ て 、 
彼 は 丸木 舟 に 乗り 込ん だ 。2018 年 12 月 の そ 
の 火曜 日 は 、 コン ゴ 民 主 共和 国 北西 部 の 赤道 
州 で 30 年 に わた っ て 漁 を し て きた イソ ロモ に と 
っ て 、 いつ も と 変わ ら な い 1 日 の 始ま り だ っ た 。 2 
人 の 仲間 と 釣り 場 を 目指 し て 、 イケ レン バ 川 を こ 
ぎ 進 みな が ら 、 フラ ンス 語 の 教師 で も ある 52 歳 
の イソ ロモ は 朝 の 冷た い 空 気 を 満喫 し た 。 

3 時 間 後 に 釣り 場 に 着く と 、 イソ ロモ は 前 日 に 
仕掛 け て お いた 釣り 糸 を 確認 し 始め た 。 そ し 
て 、 その 1 本 に 手応え を 感じ 、 濁っ た 川 の 水 に 
手 を 突っ 込ん だ 。 

次 の 明 間 、 鋭い 痛み が 体 を 走り 、 イソ ロモ は 
動転 し た 。 手 に は 何 か が 刺さ っ て で きた 傷 が 
二 つ あ り 、 そこ か ら 血 が 流れ 出 て いる 。 水面 
の すぐ 下 で 、 黄色 っ ぽい 体 に 黒い 環状 の 模様 
が つい た へ ビ が 、 身 を くね ら せ な が ら 泳ぎ 去る 
の が 見 えた 。 リン グミ ズ コ ブラ の よう だ っ た 。 

仲 問 た ち は イ ソロ モ を 丸木 舟 に 乗せ 、 大 慌 
て で イ テ リ 村 に こぎ 戻っ た 。 帰り 着い た と き に は 、 
か まれ て か ら 3 時 間 ほ ど が 経過 し て いて 、 イソ 
ロモ の 意識 は 途切れ 途切れ に な っ て いた 。 

雪 の マリ は 「 夫 の 目 は 色 が 変わ っ て いて 、 幅 
吐 し て いま し た 」 と 振り 返る と 、 泣き 始め た 。 村 
の 民間 治療 師 に 止血 淀 を 巻い て も ら っ た 後 、 
彼ら は 100 キロ ほど 離れ た 州都 ム バ ンダ カ の 病 
院 へ と 丸木 舟 で 向かっ た 。 だ が 、 到着 する 前 
に イソ ロモ は 息 を 引き 取っ た 。 

イソ ロモ の 身 に 起こ っ た こと は 、 世界 各 地 で 
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発生 し て いる 毒 へ ビ に よる 被害 の 現実 を 物語 っ 
て いる 。 病院 まで 何時 間 も か か る 場所 で か まれ 
た 彼 に 、 命 が 二 か る 望み は な か っ た 。 世 界 保 
健 機関 (WHO ) に よれ ば 、 全 世 界 で 毎年 13 万 
8000 人 も の 人 が 、 へ ビ に か まれ て 傷 を 負う 「 へ 
遇 傷 」 に よっ て 死ん で いる 。 約 95% は 、 開発 
途上 国 の 貧し い 村落 で 発生 し た も の だ 。 

最も 被害 の 大 き な 地域 の 一 つが 、 サハ ラ 以 
南 の アフ リカ だ 。 こ こ で は 毎年 、3 万 人 ほど が 
へ ビ に か まれ て 命 を 落と し て いる と の 推計 が あ 
る 。 た だ 、 医師 や へ ビ 唆 傷 の 専門 家 の な か に 
は 、 実際 に は その 倍 の 死者 が いて も お か し く な 
いと 語る 人 も いる 。 へ ビ 員 傷 に よる 犠牲 者 が こ 
れ ほ ど 多 い 主 な 要因 と し て は 、 危険 な へ ビ 毒 を 
中 和 で きる 挑 へ ビ 毒 血清 が 著しく 不足 し て いる 
こと が 挙げ られ る 。 (116 ペ ー ジ へ 続く ) 


この 記事 は 、 非 営利 組織 ナシ ョ ナル ジオ プラ フィ ッ ク 和 協会 の 資金 
協力 に よっ て つく られ て いま す 。 


の ヘビ の 標 
本 と 一 緒 に 写る 。 


上 

バル デ の 手 に は 、 クサ リ へ 
の パフ アダ ー に か まれ 
ら 30 分 の 間 に 、 腫れ 

が どの よう [ 


に は 抗 へ ヘビ 毒 血 : 


投与 され た 。 


か まれ て 死ぬ 
残ら な い 犠牲 者 
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の 父親 ( 右 )。 少年 は 、 ヤ 
ギ を 追っ て いる と き に 、 へ 
ビ に 左 の 足首 を か まれ た 。 
その 4 日 後に 診療 所 に 到 
着 し 、 少年 は 無事 に 治療 
を 終え た 。 


| 
レノ 
2 。 


ec 
2 
8 
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全 世 界 で 毎年 

10 万 人 を 超す 人 が 
へ ヘビ に か まれ て 
命 を 落と し て いる 。 
犠牲 者 の 約 95%% は 
開発 途上 国 に ある 
貧し い 村 落 で 
暮らす 人 た ち だ 。 


左上 か ら 時 計 回 り に 
俊敏 で 樹 上 性 の ヒガ シグ 
リー ンマ ン バ ( コ ブラ 科 )。 
アフ リカ に は 4 種 の マン バ 
が いて 、 毒牙 か ら 作 用 の 束 
い 神経 毒 を 出す 。 


カム フラ ー ジ ュ が 得意 な ガ 
ボン アダ ー( ク サリ ヘビ 科 )。 
林 床 で 何時 間 も じ っ と し て 
いる こと が 多く 、 
みつ け や す い 。 

毒 は 、 血 液 の 凝固 を 妨げ る 。 


首 の 皮膚 を 広げ て 防御 の 
構え を と る シン リン コブ ラ 
(コブ ラ 科 )。 アフ リカ の コ ユ 
ブラ は 人 間 の いる 環境 に よ 
く 適応 し て いる 。 


夜行 性 で 動き の 遅い ライ 
ノ セ ラス アダ ー( クサ リ へ 
ビ 科 )。 落ち 葉 の 間 に い る 
と 見 つけ に くい 。 
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さら に 厄介 な こと に 、 被害 に 遭っ た 人 の 多く 
が 、 お 金 や 交通 手段 が な か っ た り 、 西洋 医学 
を 信頼 し な か っ た りす る た め に 、 病院 へ 行か な 
いか 、 手 遅れ に な る 前 に 到着 し な い の だ 。 ま 
た 、 スタ ッ フ が へ ビ 傷 の 処置 方 法 の 訓練 を 
十分 に 受け て いな い 保健 セ ンタ ー も 多い し 、 た 
と え 血 清 が あっ て も 高価 すぎ て 支払 えな い 被 
害 者 も 多く いる 。 そ の 上 、 有効 性 が 高い アフ リ 
カ 向 け の 血清 の 大 半 は 、 冷蔵 保管 する 必要 が 
ある 。 し か し 都市 部 で も 停電 が 頻発 する た め 、 
それ ら を 低温 に 保つ の は ほぼ 不可 能 な の だ 。 

毒 へ ビ 危 機 へ の 注意 を 喚起 し 、 研究 や 治療 
の た め の 投 資 を 促す た め 、 WHO は 2017 年 
に 、 へ ビ に よる 叶 傷 を 種 大病 や デン グ 熱 、 ハ ン 
モン 病 な ど と 一 緒 に 、 「 願 み ら れ な い 熱 淀 病 」 
の リス ト に 加え た 。 19 年 に は 、1 年 間 に へ ビ に か 
まれ て 死ん だ り 障害 を 負っ た りす る 人 の 数 を 、 
30 年 まで に 半減 きせ る と いう 目標 を 立て た 。 


コプラ 科 の 毒 は 、 数 時 間 で 人 を 死に 至ら し め 
る 。 神経 毒 に よっ て 急速 に 呼吸 筋 が まひ し 、 
息 が で き な く な る の だ 。 一 方 、 ク サリ へ ビ 科 の 
毒 は 、 死ぬ まで に 数 日 か か る こと が ある 。 凝 血 
を 妨げ 、 突 症 や 出血 、 壊 移 を も た ら す の だ 。 

被害 者 が 病院 に 着い て か ら は 、 二 つ の 点 が 
生死 を 分 ける 。 有 効 な 血清 が ある か 、 また 、 あ 
っ た と し て 医療 スタ ッ フ が 投与 方 法 を 知っ て い 
る か だ 。 サ ハラ 以 南 の アフ リカ で は 、 どちら の 
答え も 「 ノ ー」 で ある こと が 少な く な い 。 

病院 に 搬送 されない 人 も いる 。 そ の 代わ り に 
家族 が 頼る の は 昔ながら の 民間 治療 師 だ 。 彼 
ら は か まれ た 手足 に 木の葉 や 動物 の 骨 を 焼い 
た 灰 を 当て た り 、 止血 葵 を 巻い て 過剰 に 血 流 を 
抑え て し まっ た りす る 。 植物 を 使っ た 施術 の な 
か に は 痛み を 和らげ た り 、 腫れ を 引か せ た り する 
も の も ある が 、 命 ま で は 救え な いと バル デ は 言う 。 

25 年 ほど 前 、 バル デ が 研究 所 に ある マン ゴ 


ひと た び 毒 へ ビ に 襲わ れ た ら 、 あ と は 時 間 と の 戦い だ 。 治療 を 受け る の に 
何時 間 か 、 何 日 も か か る こと が あり 、 す で に 手遅れ に な っ て いる こと も ある 。 


1 億 4000 万 ドル (147 億 円 ) ほ どの 大 事業 だ 。 

へ ビ 傷 の 問題 が これ ほど 重視 され た こと 
で 、 アフ リカ 諸国 の 保健 相 も 目 を 覚ます だ ろう 
と 、 ギニア の 生物 学者 ママ ドゥ ・ モ ル ・ バ ル デ は 
話す 。66 歳 の 彼 は へ ビ 吐 傷 専 門 の 診療 所 を 
運営 する ギニア 応用 生物 学研 究 所 の 研究 部 
長 だ 。 「 私 た ち は 地方 選 で も 多額 の 買収 資金 
が 動く の を 目 に し て いま す 。 そ の 一 方 で 、 ア フリ 
カ の 科学 者 は 命 を 救う た め の 研 究 を する 資金 
に も 事 欠 い て いる の で す 」 と バル デ は 言う 。 


偶 し い 農村 で 生ま れる 悲劇 


へ ビ に か まれ る アフ リカ 人 の 大 半 は 、 人 里 離 
れ た 畑 で 働く 農民 た ち だ 。 彼ら は は だ し や サン 
ダル 履き で 作業 を する た め 、 特に 被害 に 員 い や 
すい 。 ひと た び 毒 へ ビ に 朋 わ れ た ら 、 あと は 時 
間 と の 戦い だ 。 最寄り の 病院 に 搬送 する に も 何 
時 間 か 、 時 に は 何 日 も か か る こと が あり 、 到着 す 
る 頃 に は 手遅れ に な っ て いる 可能 性 が ある 。 
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ー の 木の下 で 休憩 し て いた と き 、 取り 乱 し た 様 
子 の 男性 が 意識 の な い 少 女 を 抱き か か えて 走 
り 寄 っ て きた 。 へ ビ に か まれ た の だ と いう 。 バル 
デ は 当時 、 虫 が 媒介 する 病気 を 研究 する 昆虫 
学者 だ っ た 。 彼 は その 少女 を 診療 所 に 運び 込 
ん だ も の の 、 助かる 見 込み は な か っ た 。 彼女 
の 命 を 救う 方 法 を 誰 も 知ら な か っ た の だ 。 

その 少女 の よう に 命 を 落と す 人 を これ 以上 出 
き さ な い 、 バル デ は そう 誓っ た 。 そ し て 、 研究 対 
象 を 昆虫 か ら へ ヘビ に 変え る と 、 へ ビ 傷 に 関す 
る こと を 可能 な 限り 学び 始め た 。 

長年 に わた っ て 治療 法 を 追い 求め 、 今や 世 
界 で も 名 高い 鹿 了 す 両 生類 学者 で 、 へ ビ 吹 傷 の 
権威 に な っ た バル デ は 、 これ まで に 見 つけ た 最 
良 の 抗 へ ビ 毒 血清 と し て 、 フラ ンス の 製薬 会 社 
サノフィ が 作っ た 「 フ ァ プ = アフ リー ク 」 を 挙げ る 。 
この 血清 は アフ リカ で 最も 危険 な 10 種 の へ ビ 
毒 に 効果 が あっ た が 、 利益 に な ら な いと いう 理 
由 で 、 2014 年 に 製造 が 中 止 さ れ た 。 


世界 中 の ヘビ 中 傷 事故 (2019 年 、 推 定 ) 


劉 険 な 毒 へ ビ 地 芝 


回 復 不能 の 
毒 ヘビ は 世界 各地 に 生息 し て いる が 、 最も 危険 に さら され て 障害 。 死亡 
いる の は 、 治療 を 受け に くい アフ リカ や 南ア ジア の 貧し い 諾 但 人 @ 
村 部 の 住民 だ 。 か まれ た か ら と いっ て 必ず し も 毒液 を 注入 さ 
30 万 件 13 万 件 


れる わけ で は な い が 、 注入 され た 場合 は 、 命 を 落と し た り 、 
回 復 不能 の 障害 を 負っ た りす る 可能 性 が ある 。 


イン ド で は 毎年 、 
推定 で 5 万 人 が 
ヘビ に か まれ て 
死ん で いる 。 


医学 的 に 重要 性 の 高い 毒 へ ビ 


種 の 数 
し 1 語 還 昌 間 1 


危険 な へ ビ は 600 種 ほ どい て 、 少な く と も 、 その 約 3 分 の 1 が 


DIANA MAROUES AND 
RILEY D.CHAMPINE, NGM 


STAFF。EDWARD ENRLD 目 い な いか 、 デ ー タ な し 人間 に 深刻 な 被害 を 与え る た め 、 医 学 的 に 重要 と され る 。 
リス ク を 高め て いる 要素 

地方 の 農村 部 治療 の 遅れ 限ら れ た 医療 抗 へ ビ 毒 血清 の 不足 
農村 部 の 住民 、 特 に 農民 や か まれ て も 、 伝 統 医療 に 頼っ 貧し い 地域 の 医療 施設 で は 、 生産 量 が 策 要 を は る か に 下 


猟師 は 、 ヘ ビ と 遭遇 する 可能 
性 が 高い 。 履き 物 や 住居 の 


た り 、 急行 する 交通 手段 が な 
か っ た りす る 人 も 多い 。 治療 


訓練 を 受け た スタ ッ フ が いな 
いか 、 へ ヘビ 史 傷 を 治療 する 準 


回 る 上 、 正 し い 種 類 の 血清 が 
診療 所 に な いこ と も 多い 。 仮 


安全 性 が 十分 で な けれ ば 、 か の 遅れ は 身体 障害 や 死に 至 備 の な いと ころ が ある 。 医療 に あっ て も 、 高 価 すぎ て 、 多 
まれ る 危険 性 が 増す 。 る 危険 を 大 幅 に 高め る 。 施設 が な い 地 域 も 多い 。 く の 悪者 に は 払え な い 。 
人 間 の 命 を 脅かす 毒 へ ベビ は ? 


ヘビ 類 18 科 の うち 、 人 間 に と っ て 危険 な 種 が 含ま れ て いる の は 4 科 。 だ が 、 全 世 界 で 
発生 する へ ビ 毒 注入 事故 の 9596 以上 が 、 クサ リ ヘ ビ 科 と コプラ 科 の へ ヘビ に よる も の だ 。 


クサ リ ヘ ビ 科 


ガラ ガラ ヘビ や バフ アダ ー な どの クサ リ ヘ ビ 科 の 
毒 は 、 深刻 な 腎 障 害 を 引き 起こ し て 、 凝 血 や 血 
流 を 妨げ 、 重い 炎症 や 出血 、 壊死 を 生じ させ る こ 
と が ある 。 多 く の 場 合 、 か まれ て か ら 数 日 で 死ぬ 。 


折り 畳 め る 5 
長い 毒牙 


短め で 、 
胴 が 太く 、 
不 活発 


出 護 :JEAN-PHILIPPE CHIPPAUX. FRENCH 


NATIONAL RESEARCH INSTITUTE FOR SUSTAINABLE 
DEVELOPMENT AND INSTITUT PASTEUR: 


コプラ 科 


細身 で 、 
機敏 で 、 
活動 的 


コプラ や アフ リカ の マン バ 、 オセ アニ ア の タイ バ 
ン な どの コブ ラ 科 の 毒 は 、 神経 イン バル ス の 伝達 
を 妨げ て 、 呼吸 筋 を まひ させ 、 息 を で き な く させ 
る こと が ある 。 か まれ て か ら 数 時 間 で 死ぬ こと も 。 


固定 され た 


短い 毒牙 ー ア 


JORDAN BENJAMIIN AND NICKLAUS BRANDEHOFF 
ASCLEPIUS SNAKEBITE FOUNDATION: JOSHUA LONGBOTTOM。 
LivERPOOL SCHOOL OF TROPICAL MEDICHNE 


フラ ンス に ある ラ ト キ サン 
研究 所 で 、 ウ ェ ス ト ア フ 
リカ ン ガ ボン アダ ー か ら 
毒液 を 採取 する レミ ・ ク サ 
ス と 助手 。 この 研究 所 は 
世界 中 の 抗 毒 血清 メー カ 
ーー に 原料 と な る 毒液 を 供 

給 し て いる 。 の 


ギニア の 温まっ た 岩の上 で 
日 な た ぼっ こし て いる の は 、 
アフ リカ 屈指 の 危険 な ヘビ 
で ある パフ アダ ー。 2017 
年 、 世界 保健 機関 は ヘビ 
吹 傷 を 「 願 み ら れ な い 吉 帯 
病 」 の リス ト に 加え た 。 


血清 の 開発 に は 長い 年 月 と 多く の 資金 が か か 
る 。 し か し 、 そ れ を 必要 と する 人 の 大 半 が 開発 途 
上 国 の 住民 な の で 、 大 き な 利益 が 出 な い の だ 。 

血清 を 作る た め に は 、 本 物 の へ ビ 毒 が 必要 
と な り 、 そう し た 毒 は へ ビ を 大 量 に 飼育 し て いる 
研究 所 か ら 供給 され る 。 そ こ で へ ビ た ち は 、 お 
お むね 月 に 一 度 、 毒液 を 採取 され る 。 種 に も よ 
る が 、 な か に は 1 グラ ム 当 た り 数 生 ド ル (数 十 万 
円 ) で 製薬 会 社 に 買い 取ら れる も の も ある 。 そ 
の 後 、 馬 な どの 大 下 プ 貴 乳 天 に 、 害 に な ら な い 
程度 の 少量 の 毒液 を 注射 し 、 血 中 で 抗体 を 作 
ら せ る 。 そ の 血 を 抜き 取り 、 抗体 を 分 離し 、 精 
製 し て 血清 を 作る の だ 。 

た と え 高 品質 の 血清 を 使え て も 、 へ ビ 史 傷 
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の 治療 は 運 任せ の 面 が ある 。 「 公表 され た デ 
ー タ も 研究 も まっ た く 足 り ま せん 」 と 、 アフ リカ の 
診療 所 に 血清 の 提供 と 指導 を 行っ て いる 、 米 
国 の アス クレ ビオ ス ・ へ ビ 傷 基金 を 創設 し た 
ジョ ー ダ ン ・ ベ ンジ ャ ミン は 話す 。 

「 あ る 種 の へ ビ 毒 に 効く と きれ て いる 血清 が 、 
地域 に よっ て 効か な いこ と が 時 々 あり ます 」 と 、 
米国 コロ ラド 州 を 拠点 と する 毒性 学者 で 、 同 基 
金 の 医療 部 長 で も ある ニッ ク ・ プ ラン ド ホ フ は 言 
う 。 た と えば 、 「 バ パフ アダ ー の 毒 は 地域 ご と に 違 
うこ と が あり ます 。 一筋縄 で は いき ませ ん 」 

2013 年 まで に メキ シコ の 血清 製造 会 社 イ ノ 
サン ・ バ イオ ファ ー マ が 新しい 血清 の 販売 を 始 
め た 。 中 和 で きる へ ビ 毒 は 少な く と も 18 種 で 、 ア 


フリ カ で 入手 可能 な ほぼ すべ て の 血清 より 多い 。 
「 ど の へ ビ に か まれ た か が わか ら な く て も 対処 で 
きま す 」 と ベン ジャ ミン は 言う 。 

「 イ フサ ー プ ・ バ ン ア フリ カ 」 と 呼ば れる その 血 
清 は 凍結 乾燥 され て いて 、 使い 勝手 が 良い 。 
冷蔵 保管 の 必要 が な い 点 は 「 革新 的 だ 」 と 、 こ 
の 血清 を 早く か ら 試 し て きた バル デ は 言う 。 


手 の 届か な い 高 価 な 血清 


有効 性 は 折り 紙 付 き で ある に も か か わら ず 、 
イノ サー プ は 十分 な 量 が 製造 きれ て いな い 。 さき 
ら に 広く 見 れ ば ぼ 、 ほ か の 製品 も 含め て 血清 は 
極度 に 不足 し て いる の だ 。 流 通し て いる 薬 瓶 
の 数 は 、 サ ハラ 以 南 の アフ リカ で 必要 と され る 


年 間 100 万 一 200 万 本 の 59%% に も 満た な い 。 ま 
た 、 た と え イ ノ フサ ー プ が 広く 出回る よう に な っ た 
と し て も 、 1 日 に 数 ドル (数 百 円 ) 稼ぐ の が せい 
ぜ い の アフ リカ の 農民 に は 、 その 代金 が 払え な 
い だ ろ う 。 病院 や 薬局 で は 1 瓶 80 ド ル (8400 
円 ) か ら 120 ド ル (1 万 2600 円 ) 以上 も 請求 され 
る こと が ある し 、 へ ビ 叶 傷 の 治療 に は 数 本 が 必 
要 な の だ 。 

も っ と 安価 な 血清 も 手 に 入る が 、 信頼 性 が 
低い こと が 多い 。 「 ア フリ カ の いく つか の 国 で 、 
イン ド に いる 毒 へ ビ の 明 傷 を 治療 する た め の 血 
清 を 見 か け ま し た 」 と 話す の は 、 フラ ンス の 開 
発 研究 所 で 熱 葵 病 の 専門 家 と し て 働く ジャ ン = 
フィ リッ プ ・ シ ボウ だ 。 彼 は 、 WHO の へ ビ ピ 喧 傷 
の 戦略 立案 に 手 を 貸し た り 、 イフ サー プ を は じ 
め と する 血清 の 開発 に 協力 し た り し て きた 。 

世界 中 の ほか の 企業 も 新た な 血清 の 研究 開 
発 を 進め て いる 。 し か し 今 の と ころ 、 どれ も イノ 
サー プ ほ ど 進 展 し て いな けれ ば 、 有望 で も な い 
と 、 ベン ジャ ミン は 言う 。 また 、 いく つか の 慈善 
団体 が 政府 の 支援 の 遅れ を 埋め て いる 。 た と 
えば 、 ア スク レビ オス ・ へ ビ ピ 吐 傷 基金 は ギニア や 
ケニア 、 シエラ レオ ネ の 保健 セン ター に 無償 で イ 
ノ サ ー プ と 医療 訓練 を 提供 し て いる し 、 ケニア 
の ジェ ー ム ズ ・ ア ッシュ 抗 毒 血 清 ト ラス ト は 同国 
キリ フィ 県 に ある 病院 に 血清 を 寄贈 し 、 串 者 が 
無料 で 治療 を 受け られ る よう に し て いる 。 

し か し な が ら 、 バル デ の 言葉 を 借り れ ば 、 へ ビ 
に か まれ て か ら 治 療 す る より 、 か まれ る の を 防ぐ 
方 が 上 策 な の だ 。 彼 が 恵 者 に 話す の と 同じ こと 
が 、 ギニア な ど で の 啓 先 キ ャ ン ペ ー ン で も 呼び 
か けら れ て いる 。 へ ビ の いそ うな 場所 を 歩く と き 
に は 靴 を 履 こ う 、 夜間 に は 懐中 電灯 を 使 お うと 。 

「 へ ビ 叶 傷 は 貧し い 人 々 の 病気 な の で 、 政治 
家 は 関心 を 向け ませ ん 」 と 、 ケニア に ある ワタ ム 
病院 の ユー ジン ・ エ ルル 医師 は 言う 。 そ れ で も 
彼 は 、 WHO に よる へ ビ 叶 傷 防止 の 新た な 世 
界 的 取り 組み に 期待 を 寄せ て いる 。 | 各国 政府 
は これ を 深刻 な 問題 と 見 な なさ ざる を えな く な る で 
し ょ う 。 そ れ は と て も 大 切な 一 歩 で す 」 口 


トマ ス ・ ニ コロ ン (Thomas Nicolon ) は 熱帯 雨林 で の 保護 活 
動 を 取材 する フォ ト ジ ャ ー ナ リス ト で 、 ナシ ョ ナル ジオ グラ フ 
イッ ク 協 会 の エク スプ ロー ラー。 本 誌 へ の 寄稿 は これ が 初め て 。 
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新しい ロボ ッ ト の 在り 方 

9 月 号 の 特集 「 ロ ボッ ト が いる 日 
常 」 を 読ん だ 。 アビ ス ・ ク リエ ー シ ョ 
ンズ 社 製 の ロボ ッ ト 頭 部 「 ハ ー モ ニ 
ー」 を 見 て 、 4 年 ほど 前 に 見 た 映画 
『 エ クス - マ キナ 』 の エヴァ が すぐ に 
思い 浮か ん だ 。 ラブ ドー ル に つい 
て は 性 差別 や それ を 助長 する と い 
う 批 判 的 な 意見 も 多い が 、 その 技 
術 の 進歩 は 単身 世帯 増加 や 非 接 
触 型 社会 に お ける コン パニ オン ロ 
ボッ ト の 在り 方 の 議論 を 活発 に す 
る と 私 は 思っ て いる 。 


高橋 清太郎 
東京 都 品川 区 53 歳 


人 類 は 自ら 減 び る の か ? 
温暖 化 に よっ て 、 米国 や ロシア で 
は 暖か く 住み や すい 地域 が 増え て 
いく 。 それ が 、 両国 が 温暖 化 対策 
に 消極 的 な 理由 の 一 つ で ある …… 
何 か の 雑誌 で そん な 記事 を 読ん だ 
の は 、 も う 10 年 以上 前 の こと に な 
る 。 し か し 、 環境 の 変化 は 人 類 が 
耐え うる レベ ル を 超え て 進行 し て 
いる よう だ 。 生 き 残 る の は 、 強い 
種 で も 賢い 種 で も な く 、 変化 に 適 
応 し た 種 で ある こと は 真実 な の だ 
る ろう 。 だ が 、 自ら 環境 を 変え 、 そ の 


変化 に 耐え られ ず に 滅び を 迎え る 
種 に は な り た く な い 。 9 月 号 の 特集 
「 五 大 湖 ら な い 冬 」 を 読ん で 、 改 
め て そん な 感想 を 抱い た 。 


寄木 崇 
新潟 県 上 越 市 47 歳 


感じ る タイ ムリ ミッ ト 

地球 と いう 素晴らし い 「 水 の 惑 
星 」 を 、 その 星 で 生き て いる 人 類 が 
「 発 展 」 と いう 言葉 で 破壊 し 続け て 
いま す 。 も う 氏 予 は あり ませ ん 。 9 
月 号 で 特集 され た 五大 湖 、 そし て 
北極 も 南極 も 、 そ の 現実 を 訴え て 
いる と 思い ます 。 


辻 利 朗 
福岡 県 久留 米 市 79 歳 


ダチ ョ ウ の 魅力 を 再発 見 

好奇 心 を か き 立 て る 写真 や 図解 
資料 は 、 眺 め て いる だ け で も 楽し く 、 
まさ に 「 ジ オグ ラフ ィ ッ ク 」 だ な と 、 
感心 し て いま す 。 そ し て 、 そこ に 文 
が 加わ る こと で 、 状況 が 読み 解 か 
れ て いく 過程 が お も し ろ い で す 。 

9 月 号 の 特集 「 ダ チョ ウ の 素顔 」 
で は 、「 意 外 と し た た か 」 の キャ ッ 
チ ・ フ レー ズ に ニヤ リ と し な が ら 、 並 
外れ た 生命 力 だ け で は な か っ た ダ 


2020 年 9 月 号 


チョ ウ と 、 それ を 取り 巻く 環境 を 知 
る こと が で き て よかっ た で す 。 


久永 英二 
福岡 県 久山 町 48 歳 


圧倒 され る 子ども の 好奇 心 

子ども が 生ま れ て か ら 余 裕 が な 
く 、 し ば らく 貴 誌 を 読ん で いま せん 
で し た 。 し か し 、 上 の 子 が 小学 校 
3 年 生 、 下 の 子 が 6 歳 に な り 、 特に 
下 の 子 は 生き 物 が 大 好き で 、 虫 や 
動物 の 記事 を 読み た いと いう の で 、 
再度 、 定期 購読 を 始め まし た 。 

子ども に 質問 を され な が ら 読 む 
の は 勉強 に な り ま す が 、 その 好奇 
心 は 常に 私 の 体力 を 上 回 り ます 。 
身近 な も の か ら つ な が る 遠い 世界 
や 未来 を 考え る きっ か け を 与え 、 興 
味 を 引き 出し て くれ る 記事 を 、 今 
も 楽し み に し て いま す 。 


宮崎 景子 
奈良 市 42 歳 


訂正 と お わび 

2020 年 10 月 号 の 「 レ ンズ の 先 に 」 
に 誤り が あり まし た 。 25 ペ ー ジ の 
「 ミ ズー リ 州 デトロイト 」 は 、 正しく 
は 「 ミ シ ガ ン 州 デ トロ イト 」 で し た 。 
訂正 し て 、 お わび いた し ます 。 


本 誌 記事 へ の ご 意見 や ご 感想 は 、 住所 ・ 氏 名 ・ 年 齢 ・ 電 話 番号 を 明記 の うえ 、 下記 の 方 法 に て お 送り くだ さい 。 
掲載 分 に は 図書 カー ド を 差し 上 げ ま す 。 文 意 は 一 部 編集 ・ 割 愛さ せ て いた だ く こ と が あり ます 。 


放 イン ター ネッ ト nationalgeographic.jp 


(画面 右 下 の 「 お 問い 合わ せ 」 を クリ ッ ク ) 
馬 郵送 〒134-8691 日 本 郵便 葛西 郵便 局 私 書 箱 30 号 日 経 ナ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 読者 サー ビス セン ター 『 読 者 の 声 」 係 


書籍 ・ カ レン ダー の ご 案内 


新刊 


伝説 彩 られ た 海 の 覇 者 、 そ の 実像 に 迫る ! 

ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 別 國 

バイ キン グ 世界 を か き 乱 し た 海 の 徳 者 

250 年 間 に わ た り 、 ヨ ー ロ ッ パ か ら 北 米 、 中 央 アジ ア ま で の 広大 な 地域 を 縦横 無尽 
に 駆け めぐ っ た バイ キン グ 。 衛 時 画像 や DNA 検 査 、 同 位 体 に よる 年 代 鑑定 な ど 最新 


技術 を 駆使 し て 彼ら の 足跡 を た どり 、 驚 き の 航海 術 を 解剖 し 、 伝 説 の 宮 に 隠さ れ た 
史実 を あぶ り 出 す 。 豊 宮 な ビジ ュ ア ル と と も に 、 歴 史 の ロマ ン を 楽し お 1 冊 。 


定価 : 本 体 1.400 円 + 税 商品 番号 :G14180 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 編 
A4 変 型 刊 112 ペ ー ジ 2020 年 11 月 16 日 発売 


救世 主 だ っ た は ず な の に いっ た い ど こ で 間違え た の か ? 
pp 


褐 い の 科学 正義 が 愚行 に 変わ る と き 


新た な 科学 の 発想 や 発明 が 、 致 命 的 な 褐 い を も た ら す こと が ある 。 本 書 で は 、 十 分 な 
検証 が され ず 世 に 出 て し まっ た も の や 、 科 学 と し て は 輝かしい 着想 や 発明 で あっ た に 
も か か わら ず 人 々 を 不幸 に 陥れ て し まっ た ケー ス を 掲載 。「 な ぜ 」「 ど の よう な , 経 緯 で 
科学 が 褐 い を も た らし た の か を 物語 と し て 紹介 する 、 珠 玉 の 科学 ドキ ュ メ ンタ リー。 


定価 : 本 体 2.000 円 + 税 商品 番号 :G14070 ポー ル ・A・ オ フィ ッ ト 著 
188x127mm 320 ペ ー ジ 2020 年 11 月 24 日 発行 


各国 の 小さ な 村 に 暮らす 、 笑 顔 の 人 々 の 鮮やか な 日 常 
Colorful Life 幸せ な 色 を 探し て 


日 経 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 写 真 賞 グラ ンプ リ を 受賞 し た 写真 家 ・ 三 井 昌志 さん の 
待望 の 写真 集 。 小 さ な 村 を 旅 し て まわ り 、 そ こ で 暮らす 人 々 と ふれ あい 、 地 に 足 の 
着い た 日 々 を 鮮烈 に 切り 取る 同氏 。 イ ンド 、 ミ ャ ンマ ー、 バ ング ラ デ シ ュ な ど で 出 会 っ た 、 
笑顔 で 暮らす 人 々 の 鮮やか な 色 に 溝 ち た 日 常 を 収録 。 


定価 : 本 体 2.200 円 + 税 商品 番号 :G14300 三井 昌志 著 
200x225mm 128 ペ ー ジ 2Z2020 年 12 月 14 日 発行 


1 カレ ンダ ー[ 


プレ ゼン ト に も 喜ば れる ! 定番 の 壁掛 け カ レン ダー 2021 年 版 
ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク カレ ンダ ー 2021 
世界 に ひと つの 風景 

『 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 』 誌 で 活躍 する 第 一 級 の 写真 家 が 切り 取っ た 、 
世界 各国 、 四 季 折 々 の 壮大 な 風景 を 楽し め る カレ ンダ ー。 


価格 : 本 体 1.900 円 + 税 商品 番号 :G91060 壁 冊 け タイ プ 月 別 12 枚 +2 枚 日 曜 始ま り 
280x355mm ( 個 装 サイ ズ ) 560x355mm( 使 用 サイ ズ ) 2020 年 9 月 1 日 発売 


ご 予約 ・ お 求め は イン ター ネッ ト 、 お 電話 で いま すぐ どう ぞ 。 
[イン ター ネッ ト ] nationalgeographic.jp OR コー ド よ り 各 書籍 の WEB ペ ー ジ に アク セス で きま す 。 
[フリ ー ダ イヤ ル ] 0120-86-7420 (土日 ・ 祝 日 年 末年 始 を 除く 9 時 17 時 ) 


日 経 ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 


最新 ニュ ー ス も 随時 更新 中 
nationalgeographic.jp 


も っ と 、 ナ ショ ジオ | NG CONNECT 


ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 協 会 の 1 年 


激変 する 世界 に 応え る 


ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 協 会 の 
CEO へ の 就任 を 承諾 し た 1 月 以降 、 世 
界 は 劇 的 に 変わ り ま し た 。 2020 年 を 振 
り 返る と 、 私 た ちの 生き 方 を 変え る ほ 
ど 大 き な 出 来 事 が 二 つ 起 きた の で す 。 
ー つ は 新型 コロ ナウ イル ス 感 染 症 の 大 
流行 で 、 も うー つ は 人 種 問 の 平等 を 求 
め る 運動 の 高まり で す 。 ナシ ョ ナル ジ 
オグ ラフ ィ ッ ク は 、 これ ら を 徹底 的 に 取 
材 し 、 発信 し て いま す 。 

今回 の パン デミ ッ ク に 対処 する た め 、 
当 協 会 は 家庭 学習 用 の 教材 を 開発 し 、 
教師 や 親 、 生徒 た ち へ の 支援 に 力 を 注 
いで きま し た 。 た と えば 、 全 世 界 の 生 
徒 た ちと ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク の 
エク スプ ロー ラー た ち を つなぐ 動 画 を 
配信 し て いま すし 、 新型 コロ ナ に 対応 
する た め の 資 金 が 不足 し て いる 地域 の 
教師 に 助成 金 を 交付 し て も いま す 。 さ 
ら に 、 ジャ ー ナ リス ト の た め の 緊 急 基金 
を 立ち 上 げ 、50 カ 国 150 件 を 超え る 報 
道 プ ロジ ェクト に 資金 を 拠出 し まし た 。 

協会 は 同時 に 、 黒人 や 先住 民 、 有色 
人 種 の 科学 者 や 教育 者 、 写真 家 、 ジャ 
ー ナ リス ト の 仕事 や 意見 を 取り 上 げ 、 支 
援 し 、 推進 する 努力 を 加速 させ て いま 
す 。 協 会 の 助成 金 を 受け た 顔ぶれ は 、 
これ まで 以上 に 多様 に な っ て きま し た 。 

人 種 に 関係 な く 、 一 人 ひと り の 個性 
を 尊重 し 、 誰 も が その 経験 や 能力 に 応 
じ た 役 割 を 果たす こと が で きた と き 、 私 
た ち は 初 め て 、 世 界 の 驚く べき 姿 に 光 
を 当て 、 それ を 守っ て いく と いう 使命 を 
果たせ る の で す 。 その 目標 を 掲げ な が 


ツイ ッ タ ー と フェ イス ブッ ク で も 
情報 発信 中 em 
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ら 、 この 激変 する 世界 で 確固 た る 立場 
を 築い て きた 力強い 組織 と し て 、 私 た 
ちの 協会 は 2021 年 を 迎え ます 。 
私 は これ まで 、 使命 を 果たす 決意 、 大 
胆 に 行動 する 勇気 、 変革 を も た ら す 教 
育 、 重要 な 変化 を 推進 する 熱意 と いっ 
た 、 自分 と 同じ 価値 観 を も つ 組織 を 求 
め て 、 働い て きま し た 。 ナシ ョ ナル ジオ 
グラ フィ ッ ク 協 会 は まさ に そう し た 組織 
で 、 そ の リー ダー で ある こと を 誇り に 思 
いま す 。 また 同時 に 、 皆さま の 絶え 間 な 
い ご 支援 に 心から 感謝 し て いま す 。 日 


ジル ・ テ ィ ー フ ェ ン タラ ー 
ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 協 会 CEO 


www.facebook.com/NatGeoMagazineJP 


写真 :MARK THIESSEN. NGM STAFF 


「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 」 の 定期 購読 を お すす めし ます ! 
華 肝 11.000 円 市価 14.520 円 1.210 円 x12) 28.600 円 市 価 43.50 円 (1.210 円 x36 國 ) 


ずれ も 消費 税 10% 込 み の 価格 で す 。 市 価 は 号 に より 待 別 定価 と な る 場合 が あり ます 。 


PC や タブ レッ ト 、 ス マ ホ で も お 読み いた だ け ま す 。 


「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 」 定 期 購読 者 の 方 へ の サー ビス と し て 、 
2020 年 4 月 より 電子 版 を 追加 料金 な し で ご 利用 いた だ ける よう に な り ま し た 。 


@ 最新 号 や 、2013 年 3 月 号 以降 の バッ ク ナ ン バー も 電子 版 で ご 覧 いた だ け ま す 。 
これ まで 電子 版 契 約 者 に 限り 最新 号 を 含む 直近 12 号 分 が 関 読 で きま し た が 、 
賠 読 で きる 号 を 大 幅 に 拡大 し まし た 。 (PC や タプ レッ ト 端 末 で の 閲覧 を お すす めし ます 。) 


@⑯ 2020 年 4 月 号 以 降 の 特集 記事 は 、WEB で も お 読み いた だ け ま す 。  / mi : 還 還 
| 


html 形 式 で 掲載 し ます の で 、 ス マー ト フ ォ ン で も 雑誌 記事 が 読み や すく な り ま し た 。 回 鹿 回 
io 2 
sd 


※ 上 記 サ ービス 開始 に 伴い 、「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 電 子 版 月 きめ プラ ン 【 定 其 時 読者 向け 】」 
(月 額 税込 200 円 ) は 2020 年 3 月 を も ち ま し て サー ビス を 終了 させ て いた まし た 。 
※ 電 子 版 を ご 利用 いた だ くに は 、「 日 経 |D」 の 取得 と 「 購 読者 番号 登録 」 が 必要 と な り ま す 。 
中 人 気 の ナ ショ ジオ 別冊 (ムッ ク ) も お 読み いた だ 
過去 に 発行 し て 好評 を いた だ いた 一 部 の ムッ ク も 、 電 子 版 で お 読み あい た だ け ます 。 


※ 上 記 [[ 信 の サー ビス 対象 と な る 定期 購読 は 、 日 経 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 社 と の 直接 契約 分 の み と な り ま す 。 
他社 を 通じ て 購読 中 の 方 な ど 、 読 者 番号 が な い 方 に つき まし て は 、 対 象 外 と な り ま す 。 ま た 、 サ ービス の 内 容 は く 変 更 ・ 中 止 する 増 合 が あり ます 。 予 め ご 了承 くだ さい 。 


「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 」 の 定期 購読 や 、 書 籍 等 は 下記 より お 申し 込み くだ さい 。 


イン ター ネッ ト お 電話 
nationalgeographic.jp 0 た ンー 
0120-86-7420 また は 03-5605-7420 


検索 、 
("日 ・ 祝 日 ・ 征 末年 始 を 除く 9 時 17 時 ) 


「 ナ ショ ナル ジオ グラ フィ ッ ク 日 本 版 」 の 定期 購読 は 、 下 記 か ら も お 申し 込み か いただけ ま す 。 
Yahoo! ショ ッ ピ ング 


amazon.CO.jp 


(ナシ ョ ジオ SHOP) (ナシ ョ ジオ Yahoo! シ ョ ッ プ ) 
www.amazon.co.jp/ 
1 年 12 冊 dp/4863134452 www.rakuten.ne.jp/ store.shopping. 
3 年 -36m | “WW.amazon.Cojp/ : gold/ngshop/ yahoo.co.jp/ngshop/ 
dp/4863134460 上 


織 還 紹 


栄 交差 点 に 11 月 6 日 ( 金 )、 移 転 リニュ ー ア ル 

ロレ ックス ブティック レキ シア 名 古屋 栄 店 

新しく 生ま れ 変 わっ た ブティック は 、 名 古屋 を 代表 する ショ ッ ピ ング エリ ア の 中 心 、 栄 交差 点 に 面 し 、 
1 世紀 以上 に わた り 時 計 製 造 の 基準 を 定め て きた ロレ ックス を 身近 に 感じ る こと の で きる 、 調 和 の 
と れ た 落ち 着き の ある 空間 と な っ て いま す 。 ま た 、 ア フタ ー サ ービス 専用 の カウ ンタ ー が 新設 され 、 
幅広 い 知識 を も つ 専 門 スタ ッ フ が 日 ご ろ の お 手入れ 方 法 な ど 様々 な 相談 に ご 対応 いた し ます 。 


| [問い合わせ ] 名 古屋 市 中 区 元 3-24-17 052-953-1879 営業 時 間 /11:00-19:30( 日 ・ 祝 は 19:00) | 


ウイ ルス を 吸着 し て 破壊 、99.999% 減 少 さ せる 

抗 バ ク テ リ ア 抗 ウイ ルス の 寝具 「 マ ニ フ レ ックス x ハ イキ ュ ヴィ ロブ ロッ ク 」 
イタ リア 生ま れ の 高 反発 マッ トレ ス 「 マ ニ フ レッ クス (株 式 会 社 フ ラグ スポ ー ト ) は 、 抗 バク テリ ア ・ 抗 ウイ ルス 
技術 「 ハ イキ ュ ヴィ ロブ ロッ ク 」 加 工 を 採用 し た 寝具 シリ ー ズ を リリ ー ス し た 。 ヴ ィ ロ ブロ ッ ク は 、 組 座 の 特殊 
加工 を 手 桂 け る スイ ス の ハイ キュ 社 が 開発 し た も の で 、 加 工 表面 に 付 基 し た ウイ ルス を 強力 な マグ ネッ ト 効果 
で 居 着 し 固着 させ 破壊 する 。 こ れ に より 布地 が ウイ ルス 拡 雪 の ハブ ( 和 点 ) 化 する の を 防ぐ こと が 可能 と な る 。 


[問い 合わ せ ] 公 式 サイ ト https:/wwwmagniflexjp/ メー ル ア ドレ ス info@magniflexjp | 


テレ ビ で ナシ ョ ジオ ON TELEVISION 


今月 の ハイ ライ ト 番 組 
アカ シン ガ : 不屈 の 女性 レン ジャ ー 
[ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク ] 12 月 15 日 ( 火 )20 : 00 一 20: 15( 再 放送 あり ) 


アカ デミ ー 賞 受賞 の ジェ ー ム ズ ・ キ ャ メロ ン 総 指揮 の 下 、 ジン バブ エ 
で 組織 され た 女性 だ け の レン ジャ ー 部 隊 「 ア カシ ン ガ 」 の 日 々 を 追う 。 

現地 の 言葉 で 「 勇 気 ある 者 た ち 」 を 意味 する アカ シン ガ は 、 アフ リカ で 
後 を 絶た な い 密 猟 を 阻止 する た め に 、 厳し い 訓 練 に 耐え て いる 。 や が て 
彼女 た ち は 野 生 動物 の 保護 活動 と いう 枠組 み を 超え て 、 地元 の コミ ュ ニ 
ティ ー に 活力 を 与え な が ら 、 女性 た ちの 生き 方 も 変え て いく 。 


NATIONAL NAT CEO 

CEOCRAPHIC WILD 
プレ イク スル ー サメ : 狂乱 の 
見 えな い 敵 ディ ナー タイ ム 
ウイ ルス と の 閲 い 12 月 S1 昌 (4) 
12 月 30 日 ( 水 ) 21:00 一 22:00 
23:00 一 24:00 ( 再 放送 あり ) 
( 再 放送 あり ) 


ナシ ョ ナル ジオ グラ フィ ッ ク と ナシ ョ ジオ ワイ ルド の テレ ビ 番 組 の 視聴 方 法 、 番組 内 容 の 詳細 に つい て は 公式 サイ ト で ご 覧 くだ さい 。 
natgeotvjp 
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PREVIEW 
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写真 で 振り 返る 激動 の 年 


試練 に 直面 し た 1 年 。 
隔離 され た 1 年 。 
希望 を 見 つけ た 1 年 。 
2020 年 は 、 決 し て 
忘れ られ な い 年 に な っ た 。 


* 誌 面 の 都合 に より 内 容 が 変更 に な る こと が あり ます 。 
写真 :CEDRIC GERBEHAYE 
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1 月 号 総力 特 集 健康 に 生き る 


痛み を 和らげ る 科学 26 
長寿 の 食卓 を めぐ る 旅 56 
人 体 に すむ 微生物 た ち 74 
女性 の 健康 と 幸福 92 
ヨガ で 心 の 安らぎ を 102 
ロボ ッ ト と お 年 寄り 116 
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フラ ミン ゴ の ボブ 104 
カル ダ モ ン の 森 へ 120 


3 月 号 創刊 300 号 


ご み が な く な る 日 36 
マオ リ の 聖なる 流れ 62 
誘拐 され た 少女 た ち 86 
ミツ バチ の 秘密 100 
道 を 拓 い た 女性 た ち 112 


特製 付録 : グラ フィ ッ ク で 知る 地球 


4 月 号 まる こと 一 冊 アー ス デ イ 2070 
ぐ 楽 観 的 な 未来 ガイ ドッ > 

地球 が 再生 する 理由 21 
米国 横断 電気 自動 車 の 旅 40 
地球 を 守 ろ うと 闘う 若者 た ち 66 


地球 を 救っ た 50 年 80 
く 慈 観 的 な 未来 ガイ ドッ > 

地球 が 破綻 する 理由 22 
失わ れ ゆ ゆく 故郷 38 
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50 年 後 の 気候 は こん な に 変わ る 62 


地球 を 破壊 し た 50 年 70 

特製 付録 : 地図 で 知る 地球 環境 ノ 
Photo Ark カ レン ダー 

5 月 号 

昆虫 た ち は ど こ に 消え た ? 32 

自 閉 症 を 抱え て 大 人 に 56 

兆候 を 早く 見 つけ る 78 

南米 大 自然 の 贈り 物 82 

日 本 人 と ニホン ザル 104 

緑 の 草 地 へ 続く 道 120 

6 月 号 

終結 か ら 75 年 

大 戦 の 記憶 を つなぐ 24 

氷 と コウ テイ ベン ギン 68 

動き 回 る 動物 た ち 82 

女性 政治 家 た ちの 苦闘 92 


米 西 海岸 スケ ボー 天国 114 


7 月 号 総力 特集 世界 の 屋根 ヒマ ラ ヤ 


エベレスト 幻 の 初 登頂 28 
大 河 に 師 る 水 の 危 機 54 
氷 の 仏塔 と 気候 変動 80 
峡谷 の 村 の ユキ ヒョウ 90 


世界 一 高い 気象 観測 所 108 


8 月 号 

バン デミ ッ ク と 闘い 続け る 人 類 28 
イン ド の 聖なる 川 62 
広島 75 年 目 の 記憶 84 


胃 わ れ た 世界 
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チン バン ジー の 意 威 100 
女性 参政 権 へ の 険しい 道 114 


9 月 号 

ロボ ッ ト が いる 日 常 28 
五大 湖 凍ら な い 冬 62 
ダチ ョ ウ の 素顔 84 
原始 の 海 を 守る 先 に 100 


ポー ラン ド 反骨 の 港町 118 


10 月 号 

アッ プ デ ー ト され る 恐竜 28 
売ら れ た 少女 た ち 80 
アマ ゾン の オウ ギ ワ シ 106 
米国 の 国立 トレ イル 118 


11 月 号 まる こと 一 冊 新型 コロ ナウ イル ス 
暫 迫 の 医療 現場 : ベ ルギー 36 


それ で も 科学 を 信じ る 52 
一 変 す る 暮らし : イン ド ネ シア 62 
地球 を 守る チャ ンス に 72 


都市 封鎖 の 傷痕 : ヨル ダン 86 
コロ ナ 褐 で 広がる 世界 の 間 困 100 
貧困 地区 の 危機 : ケ ニア 106 
バン デミ ッ ク で 試さ れる 人 間 性 116 


偏っ た 命 の 重 さ : 米国 126 
12 月 号 

傷つい た 五大 湖 26 
時 代 と 生き る 子守 歌 62 
北 の 果て で 見 る 夢 88 
命 を 奪う ヘビ の 毒 108 


バッ ク ナ ン バー を ご 希望 の 方 は 、 読者 サー ビス セン ター まで お 問い 合わ せく だ さい 。 


0120-86-7420 (平日 9:00 一 17:00) 
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日 本 の 百年 | FLASHBACK JAPAN 


英語 版 1938 年 1 月 号 より 


女 学 校 の 掃除 の 時 間 


デッキ ブラ シ で 学校 の 通路 を 磨く セー ラー 服 次 の 女の子 た ち 。 ここ は 名 
古屋 の 私 立 の 女 学 校 で 、 ホ ー ス を 持っ て いる 男性 は 教師 だ 。 1938 (昭和 
13) 年 1 月 号 の 特集 「 日 本 の 働く 女性 た ち 」 に 掲載 され た 。 

授業 が 終わ っ た 後 、 生徒 が 机 を 後ろ に 下げ て 教室 の 床 を 掃 い た り 、 廊 
下 を 拭い た りす る 校内 清掃 は 、 日 本 人 に は 見 慣れ た 風景 だ 。 し か し 、 写 
真 の 説明 に は 「 授 業 を 終え る と 、 生徒 は 用 務 員 に な る 」 と ある 。 米国 の 学 
校 で は 、 用 務 員 が 掃除 する の が 普通 だ か ら だ ろう 。 特集 の 筆者 メア リー・ 
A・ ナ ー ス が 何人 か の 生徒 に 掃除 は 好き か と 尋ね る と 、 みな 口 を そろ えて 
「 学 校 の 規則 で すか ら 」 と 答え た 。 

学校 を 卒業 し た 女子 の な か に は デバ ー ト で 働く 者 も 多い と 、 ナー ス は 書 
いて いる 。 た いて い は 洋風 の 制服 に 身 を 包み 、 婦人 服 や 子供 服 、 日 用 品 
な ど 、 さま ざま な 売り 場 で 働く 。 東京 の YMCA で は 、 デパ ー ト の 店 員 た ち 
が 英語 の クラ ス を 受講 し て いた 。 1940 年 に 開催 が 予定 され て いた 東京 オ 
リン ピッ ク に 備え て 、 英語 を 学ば な けれ ば な ら な い の だ と いう 。 し か し 
1938 年 7 月 、 日 中 戦争 の 影響 な ど に より 、 日 本 政府 は オリ ン ピ ッ ク の 開 
催 権 を 返上 する こと に な っ た 。 ー 一 藤原 隆雄 
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